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許
昌
（
漢
以
前
に
は
〃
許
〃
、
〃
許
都
“
と
も
い
う
。
魏
に
よ
り
〃
許
昌
〃
と
改
名
さ
れ
、
以
後
”
許
昌
“
が
汎
用
さ
れ
る
。
以
下
本
稿
で
は
特
に
断
わ
り
の
な
い
限
り
〃
許
昌
“
を
用
い
る
）
は
後
漢
王
朝
末
期
の
国
都
（
一
九
六
～
一
三
○
）
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
は
頗
る
少
な
く
、
都
市
と
し
て
の
様
相
は
ほ
と
ん
ど
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
許
昌
は
漢
魏
の
結
節
点
に
あ
り
、
屯
田
制
の
施
行
や
兵
戸
制
の
出
現
と
い
っ
た
後
漢
よ
り
魏
晋
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
極
め
て
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
許
昌
を
め
ぐ
る議論を喚起すべく、一一○○一年九月、一一○○一一年八月、一一○○三年一一一月の現地踏査を踏まえ、漢魏許昌城（以下許昌城
と
も
略
す
）
単
体
に
止
ま
ら
ず
、
屯
田
や
屯
営
の
区
域
な
ど
と
の
関
係
を
も
考
慮
し
、
許
昌
を
取
り
巻
く
地
域
空
間
ま
で
含
め
た
地
域
総
体
と
とも略す）単体に止まらず、幸
し
て
の
許
昌
の
様
相
を
探
究
し
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
あ
る
特
定
の
都
市
を
内
包
し
政
治
・
経
済
・
防
衛
面
に
お
い
て
そ
の
都
市
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
地
域
空
間
を
も
っ
て
、
〃
都
市
空
間
“
と
い
う
表
現
を
使
用
す
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
屯
田
の
開
設
さ
れ
た
〃
許
下
“
と
は
ま
さ
に
〃
許
昌
の
都
市
空
間
〃
と
い
う
認
識
で
と
ら
え
る
地
域
空
間
で
あ
る
。
漢魏の都城〃許昌“（塩沢）
漢魏の都城〃許昌〃
は
じ
め
に
塩
沢
裕
仁
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１
「
水
経
注
」
の
記
載
に
つ
い
て
漢魏許昌城の所在について最も遡及しうる史料は、北魏末鄭道元によって編纂された「水経注」である。「水経注」は許
昌城を考える上で時間軸上比較的近い時期の情報を提供してくれる。「水経注」では許昌城に関する記事が一一一箇所で確認さ
れ
る
。
以
下
に
同
書
巻
二
一
一
の
漢
水
条
（
①
）
お
よ
び
浦
水
条
（
②
、
③
）
に
記
載
さ
れ
る
許
昌
城
関
連
記
事
を
み
て
い
く
が
、
時
代
に
よ
っ
ては頴水が泥水や撰水の河道を流れるなど、頴水をはじめとする黄准平原の河川流路の変移は著しく、「水経注』の記事を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
流
路
の
変
移
が
前
提
条
件
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本稿でいう許昌の都城遺跡（許昌故城）について、「河南省志』（文物志、地名志）、「中国文物地図集』（河南分冊）、『二
○世紀河南考古発現與研究」では、現許昌市の東南東約二○ｍ、張播鎖東方の瓢店村・盆李村一帯に残存する故城遺趾、
（１）
通
称
張
播
故
城
に
比
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
比
定
に
関
す
る
論
考
は
、
陳
有
忠
氏
の
「
許
日
日
城
阯
考
」
と
黄
留
春
氏
の
「
許
都
故
城
調
（２）
査記」とを挙げるに止まる。このような研究情況に鑑み、許日已城に関する議論をはじめるにあたっては、張播故城への比
定
の
妥
当
性
か
ら
ま
ず
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
章
で
は
前
掲
二
者
の
成
果
を
検
証
し
つ
つ
、
諸
々
の
地
方
志
や
文
献
史
料
の
分
析
を
通
し
て
許
昌
一
帯
の
歴
史
的
な
変
遷
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
張
播
故
城
へ
の
比
定
の
妥
当
性
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
に
、
狼
淵
②
浦
水
条
①
漢
水
条
法
政
史
学
第
六
十
二
号
澳
水
は
又
た
南
し
て
、
穎
陰
縣
故
城
の
西
を
暹
ぐ
。
魏
明
帝
、
司
空
の
陳
華
を
封
じ
て
侯
國
と
な
す
。
そ
の
水
、
城
の
西
よ
り
分
れ
て
こ
と
な
り
、
枝
津
は
東
南
に
出
で
、
又
た
東
し
て
許
昌
城
の
南
を
暹
ぎ
、
東
し
て
獲
破
水
に
流
れ
入
る
。
澳
水
は
又
た
東
南
し
、
宣
梁
破
水
と
合
す
。
破
水
は
上
に
狼
破
を
頴
陰
城
の
西
南
に
承
く
。
肢
は
南
北
二
十
里
、
東
西
十
里
な
り
。
春
秋
左
傳
に
日
ふ
、
楚
子
の
鄭
を
伐
つ
に
、
狼
淵
に
師
す
る
は
こ
こ
な
り
と
。
そ
の
水
東
南
し
て
許
昌
縣
に
入
り
、
巨
陵
城
の
北
を
蓬
ぐ
。
鄭
の
地
な
り
。
漢
魏
許
昌
城
の
所
在
と
許
昌
一
帯
の
歴
史
的
変
遷
一一
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ところで、②において許昌城が浦水域にあると認識してしまうと、①と②の間で許昌城の所在に関して不整合が生じる。
したがって、②における許昌城の記事は、許男国の説明のところに許昌城に関する注釈を挿入したものと理解すべきであ
る。さらにその理解を補うべき内容を示すと、①では〃許昌縣に入る“と述べており、②でも〃許昌縣を逵ぐ“であるこ
とから、②のみが許昌縣治の所在を示すものと解釈することはできない。因みに、「水経注疏』巻一七渭水条の”綿諸縣に
入る〃に対する脚注で、楊守敬は〃入“を綿諸縣の縣界に入るという意味に解釈している。同様な事例が『水経注』では
随
所
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
〃
縣
に
入
る
〃
と
い
う
「
水
経
注
』
の
表
記
は
、
縣
界
も
し
く
は
縣
域
に
入
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
城
の
説
明
に
ま
で
及
ぶ
。
縣に入っている。
②
を
み
る
と
、
浦
水
は
長
社
縣
城
（
北
魏
の
穎
川
郡
治
）
を
蓬
ぎ
た
の
ち
分
枝
し
、
一
枝
は
東
北
に
流
れ
て
沙
水
に
注
ぐ
。
本
流
は
東
流
し
て
許
昌
縣
を
暹
ぎ
た
の
ち
、
泣
倉
城
内
を
経
て
さ
ら
に
東
流
す
る
。
こ
の
許
昌
縣
の
と
こ
ろ
に
許
男
国
の
説
明
が
挿
入
さ
れ
、
ひ
い
て
は
許
昌
消
水
は
又
た
東
南
し
て
桐
邸
城
を
蓬
ぐ
。
春
秋
左
傳
の
荘
公
二
十
八
年
、
楚
は
鄭
を
伐
つ
。
鄭
人
の
ま
さ
に
桐
邸
に
奔
る
は
、
即
ち
こ
の
城
な
り
。
杜
預
の
春
秋
鐸
地
に
日
ふ
、
頴
川
許
昌
城
の
東
北
な
り
と
。
京
相
瑠
日
ふ
、
鄭
の
地
な
り
と
。
今
の
圖
に
な
し
、
而
し
て
城
は
いま存す。西南に許昌故城を去ること一一一十五里とすべし。俗にこれに名して隈といふ。その城の南は即ち長陽にして、
固
よ
り
浦
水
の
北
防
な
り
□
西
は
桐
郎
に
面
す
。
そ
の
城
は
邪
長
に
し
て
方
な
ら
ざ
れ
ば
、
蓋
し
瀝
邸
の
穂
、
即
ち
城
の
名
な
ら
ん
や
。
（３）
①をみると、撰水は穎陰縣故城（現許日日市ないしその近郊）の西で分枝する。枝流は東流して許日日城の南を流れ、さら
に
東
流
し
て
獲
破
水
に
入
る
。
一
方
、
澳
水
の
本
流
は
東
南
に
流
れ
て
宣
梁
破
水
を
合
わ
せ
る
が
、
そ
の
宣
梁
破
水
は
巨
陵
城
の
手
前
で
許
昌
な
り
□
浦
③
浦
水
条
漢魏の都城〃許昌“（塩沢）
浦
水
は
又
た
東
南
し
、
分
れ
て
二
水
と
な
る
な
り
。
そ
の
枝
水
は
東
北
し
て
沙
に
注
す
。
一
水
は
東
し
て
許
昌
縣
を
蓬
ぐ
。
故
の
許
男
國
なり。（中略）漢章帝の建初四年、馬光を封じて侯國となす。春秋佐助期に日ふ、漢は許昌を以て天下を失ふと。魏は
漢
の
歴
を
承
る
に
及
び
、
遂
に
許
昌
と
改
名
す
る
な
り
。
城
内
に
景
福
殿
基
あ
り
。
魏
明
帝
の
太
和
中
に
造
り
し
も
の
、
準
債
八
百
餘
萬
なり。浦水は又た東して泣倉城内に入る。
’一一
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図一楊守敬『水経注図」 法
政
史
学
第
六
十
三
号
故に、①および②にみられる”許昌縣〃については、〃縣城”も
しくは〃縣治〃という表現ではないことからも、許昌縣域を示
す
表
現
で
あ
る
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。
以上、許昌縣をめぐる①と②に対する検証過程で、許昌縣域
についても大筋においてその形状が明らかになる。許倒縣は、
北および北西で長社縣（ほぼ現在の長葛縣）に、西で顕陰縣（現
在の許Ｈ市および許昌縣の西部）に、南で臨頴脾（ほぼ現在の
臨頴縣）に、東で鄙陵縣（ほぼ現在の都陵縣）に接する。この
環境において、北部を浦水がきり、南部を宣梁破水がきるとい
う
空
間
を
考
え
る
と
、
許
昌
縣
は
南
北
に
長
い
縣
域
を
も
つ
牌
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ところで、浦水条では②よりもさらに下流において、桐郎城
に関する記事を取り上げる。これが③である。ここでは桐邸城
と許昌城との位慨関係が示されている。剛道元は杜預の『春秋
鐸地」を引いて、桐郎城は許昌城の東北にあるとする。杜預は
西晋の人（二一一二～八四）である。したがって、杜預にとって
許昌城は同時代的にとらえている対象であり、的確に許昌城の
位置を把握しているといえる。よって、桐邸城が郡陵（現安陵
鎮）の東に位置するならば、それはまさに許昌城の東北という（４）
｝」とになる。現在扶溝縣には桐郎城に比｛正される故城阯があり、
そ
の
西
南
に
は
現
在
許
例
城
に
比
定
さ
れ
て
い
る
故
城
遺
肚
、
通
称
張
添
Ⅲ’
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２
張
播
故
城
へ
の
比
定
を
め
ぐ
っ
て
『
水
経
注
』
以
外
に
も
許
昌
城
の
所
在
に
関
す
る
記
事
は
様
々
な
時
代
の
文
献
の
中
で
確
認
さ
れ
る
。
ま
ず
、
許
昌
城
の
所
在
に
つ
い
て
方
位
（５）
と
里
程
を
記
載
し
て
い
る
主
な
史
料
を
列
挙
す
る
。
な
お
③
で
注
Ⅱ
す
べ
き
は
、
〃
許
昌
故
城
〃
と
い
う
表
記
で
あ
る
。
”
故
城
“
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
こ
れ
ま
で
明
確
に
な
ら
な
か
っ
た
許
Ｒ
城
の
情
況
が
、
北
魏
末
の
段
階
で
す
で
に
〃
故
城
〃
と
い
う
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
東
魏
以
降
の
許
閏
縣
治
の
許
川
へ
の
移
設
（
復
置
）
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
情
報
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
Ｍ
時
に
、
「
水
経
注
』
編
纂
時
に
お
い
て
許
昌
縣
治
が
許
ｎ
日
城
以
外
の
何
処
に
置
か
れ
て
い
た
か
と
い
う
今
後
を
期
す
べ
き
課
題
を
も
導
き
出
し
て
い
る
。
ないかと推測している）。
故
城
が
位
置
す
る
。
『
水
経
注
」
の
内
容
に
沿
っ
て
整
理
さ
れ
た
楊
守
敬
の
「
水
経
注
図
」
（
図
二
を
見
て
も
近
隣
の
立
地
情
況
が
概
ね
理
解
できる。しかし、両城の距離を一一一十五里（約一一○ｍ）とする③の里程には実測値（二六ｍ）との間に誤差が認められるこ
と
か
ら
、
そ
の
数
値
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
（
『
水
経
注
疏
」
注
釈
中
で
熊
会
貞
は
頴
川
に
赴
任
し
た
こ
と
の
あ
る
鄭
道
元
の
目
測
値
で
は
許
故
城
は
、
許
州
許
昌
縣
の
南
三
十
里
に
あ
り
。
も
と
漢
の
許
縣
、
故
の
許
國
な
り
。
②
「
史
記
」
巻
四
川
魏
枇
家
、
注
引
「
史
記
正
義
」
南
風
は
、
今
の
許
州
許
呂
縣
の
南
西
四
十
里
、
許
日
日
故
城
こ
れ
な
り
。
こ
の
時
韓
に
属
す
。
魏
の
南
に
あ
り
。
故
に
開
園
と
い
ふ
。
③
『
元
和
郡
縣
志
」
巻
九
許
州
、
許
昌
縣
故
の
許
昌
城
は
、
縣
の
南
四
十
里
、
即
ち
許
國
故
城
な
り
。
許
昌
宮
は
許
昌
故
城
の
中
に
あ
り
。
楊
修
の
許
昌
宮
賦
を
作
る
は
即
ち
こ
の
宮
な
り
。
④
「
太
平
壹
宇
記
」
巻
七
河
南
道
、
許
州
、
許
昌
縣
魏
略
に
日
ふ
、
後
漢
の
建
安
元
年
、
魏
の
太
祖
、
献
帝
を
迎
え
て
許
に
都
す
と
は
、
即
ち
こ
の
邑
を
い
ふ
な
り
。
魏
の
文
帝
即
位
し
許
縣
①
「
括
地
志
」
巻
六
許
州
漢魏の都城〃許昌〃（塩沢）
五
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を
改
め
て
許
昌
縣
と
い
ふ
。
按
ず
る
に
、
今
の
縣
の
南
四
十
里
、
許
昌
故
城
こ
れ
な
り
。
⑤
「
輿
地
廣
記
」
巻
九
京
西
北
路
許
田
鎮
は
、
も
と
許
國
な
り
。
二
漢
に
は
縣
と
な
り
、
頴
川
郡
に
属
す
。
獣
帝
こ
れ
に
都
し
、
魏
の
文
帝
改
め
て
許
昌
と
い
ふ
。
故
城
は
今
の
鎮
の
南
三
十
里
に
あ
り
。
晉
は
郡
治
と
な
す
。
⑥
「
許
州
志
」
（
明
嘉
靖
）
巻
八
雑
述
志
、
古
蹟
、
許
州
古城は、（州）城の東三十里にあり。週園は九里一百二十九歩なり。相ひ傳ふるに曹操の築くところなりと。
⑦
『
許
州
志
」
（
清
乾
隆
本
、
道
光
本
）
巻
一
方
輿
沿
革
（州）城の東三十里にあり。園は九里一百二十九歩、相ひ傳ふるに曹操の築くところなりと□今遺趾あり。
⑧
「
請
史
方
興
紀
要
」
巻
四
七
河
南
二
、
許
州
、
許
昌
城
州の東三十里にあり。（後略）
⑨
『
河
南
通
志
』
巻
五
二
古
蹟
、
許
州
、
許
州
古
城
州城の東三十里にあり。園は九里一百二十九歩、相ひ傳ふるに曹操の築くところなりと。今遺趾あり。
⑩
民
国
方
志
叢
書
『
許
昌
縣
志
」
巻
一
方
輿
圖
考
、
古
城
保
古城保は、許城の東部に位し、城を距ること四十里、（中略）古城は本保の西部にあり。地勢は雄壮にして、内外二城
に分かれ、周園は十五里なり。世に傳ふるに、漢の献帝洛より許に遷りてここに都すと□今宮室は蕩然として存する
ところなく、僅かに殿基土台（高さ三丈余）及び城垣旧趾を余すのみ。
以上、許昌城までの距離と方位について、①～⑤は許昌縣治（⑤の許田鎮は旧許昌縣。後述する）の所在地を基準とし
て、⑥～⑨は許州州治の所在地を基準として示している。⑩では許昌城が古城保に存在することを前提に現許昌市からの
距離と方位を示している。ところが、これらすべての記事が同一の城阯を指すと考えると、⑩を除いて①～⑤と⑥～⑨と
では、距離はさることながらその指し示す方位が異なる。すなわち①～⑤では南（里程ではおよそ四十里）、⑥～⑨では東
（里程ではおよそ一一一十里）となり、許昌城と許昌縣治、および許州州治とは一一一者偏在していることになる。陳有志氏はこ
法
政
史
学
第
六
十
二
号
一ハ
Hosei University Repository
図二許昌城吐変遷示意図（陳有忠「許昌城吐考」より）
漢
魏
の
都
城
〃
許
昌
”
（
塩
沢
）
tｉ □伽
2
i1iF蹴
腕と
《
冶猟 爾一菖圏蝋
＊
湘鰄1噸8１１１
の
点
に
つ
い
て
、
前
期
（
張
播
）
、
中
期
（
許
田
）
、
後
期
（
許
昌
）
と
い
う
都
市
転
移
の
三
（６）
期区分を設定して理解している（図一一）。しかし、そこでは一一一者偏在に至る経緯
が時空間という立体的な視点から探究されておらず、中期と後期との間に不連
続が生じている。したがって、張播故城をもって許昌城に当てるためには、”許
昌（もしくは許）”という漢魏の許昌と同一の名称を冠する縣治および州治の遷
移（改廃、他縣への移設、復置に伴う転移などの経緯）を時空間の中で立体的
に解析し、もって三者が偏在する経緯から理解するのが至当であると思う。よっ
て本節では、許昌一帯の歴史的変遷を確認しつつ、各史料にみる方位・里程の
基準点となる許昌縣治（①～⑤）が許田鎮に、許州州治（⑥～⑩）が許昌市に
それぞれ当たるという論拠を明確にし、もって本研究の大前提となる許昌城の
比
定
問
題
を
検
証
し
た
い
と
思
う
。
⑩
頴
川
郡
か
ら
許
州
へ
の
推
移
ま
ず
、
現
許
昌
市
の
直
接
の
前
身
で
あ
る
許
州
州
治
の
推
移
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
前
に
挙げた明嘉靖『許州志」、情乾隆・道光「許州志」、「河南通志』、民国『許昌縣
志』においても明清代までの当地の変遷は示されているが、「文献通考』（巻三
二○輿地六）、「讃史方輿紀要」（巻四七河南二許州）二害の内容から最も詳細な
情報（前者は宋まで、後者は情に至るまで）を読み取ることができる。よって
この二書を整理し、不足するところを右掲の諸志によって補い、許州の推移を
示したものが表一である。これをみると、当該地域は、秦漢で頴川郡が置かれ
てから、東魏に頴州や鄭州、北周では許州が置かれるものの、断続的に晴唐ま
で
は
穎
川
郡
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
宋
以
降
は
許
州
と
い
う
名
称
が
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
る
。
■一
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表一頴川郡から許州への推移
に 法政史学第六十二号
す
な
わ
ち
、
頴
川
郡
か
ら
許
州
へ
の
流
れ
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
者
偏
在
解
明
の
糸
口
は
頴
川
郡
治
の
遷
移
お
よ
び
許
州
州
治
の
遷
移
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
問
題
を
ま
ず
頴
川郡治と許州州治の遷移に絞る、｜
秦
漢
代
の
穎
川
郡
治
に
つ
い
て
は
『
水
経
注
』
巻
二
二
願
水
条
に
、
頴
水
は
堰
よ
り
東
し
て
陽
霞
縣
故
城
の
北
を
蓬
ぐ
。
夏
禺
、
始
めに此に封ぜられ、夏國となすなり。（中略）故の頴川
郡治なり。
と
あ
り
、
楊
守
敬
も
『
水
経
注
疏
」
同
条
注
記
の
中
で
、
閻
若
畷
の
見
解
を
採
用
し
、
秦
漢
の
頴
川
郡
治
を
陽
霞
縣
城
に
比
定
し
て
い
る
。
閻若壕の論拠は、「漢書」巻二八地理志願川郡および『後漢
書」巻二○郡剛志顧川郡で陽霞縣を第一に掲げるというと
こ
ろ
に
あ
る
。
治
所
の
記
載
法
を
め
ぐ
っ
て
は
、
『
陪
書
』
地
理
志
の
よ
う
に
管
轄
域
の
筆
頭
に
治
所
を
明
記
す
る
事
例
を
参
考
に
す
る
と
、
特
に
〃
治
所
〃
と
明
記
さ
れ
な
く
と
も
管
轄
域
所
掲
の
筆
頭
縣
を
も
っ
て
治
所
の
所
在
地
と
す
る
解
釈
に
は
妥
当
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
秦
漢
の
頴
川
郡
治
を
陽
窒
縣
と
す
る
解
釈
を
採
用
す（７）
る
。
陽
窪
縣
城
は
、
現
禺
州
市
東
北
の
故
城
趾
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
稿
の
議
論
で
は
、
郡
治
は
特
定
の
縣
城
内
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
表
一
の
（
Ⅵ
）
を
み
る
と
、
頴
川
郡
治
は
普
代
に
許
八
時代 推移
●
Ⅱ
■
且 春秋 許国、戦'五|…韓魏の国境。
1１ 秦 頴川郡、治所は陽＃１０螺。
●
。
■
Ⅱ
Ｌ
●
・
■
Ⅱ
Ｌ
●
】
Ⅱ
Ⅱ
△ 漢 韓|可、後に願)||郡。
1Ｖ 後漢 願lll郡、後漢末に献帝が許に都す。
Ｖ 曹魏 文帝が許で受禅、曹魏では許都という。
ＶＩ 晋 願)||郡、治所は当初許昌縣、後に長社縣。
Ｖｌｌ 北魏 願)||郡。
viii 東魏 天平年間に頴州を置く。武定七年に鄭州と改める。治所は顕陰縣。
lＸ 北周 許州と改める。
Ｘ 階 |j育初に願Ill郡を廃す。大業年Ｉ１Ｉｊに許州を改めて願lll郡となす。
Ｘｌ 唐 許Ｉ､ﾄ’（顕)''11M)、元和年間に忠武軍を置く。
Ｘｌｌ 後梁 正国軍（匡[R1軍治所)。
Ｘｌｌｌ 後唐 `忠武軍。
Ｘ1Ｖ 宋 許州（忠武軍許昌郡)、元職三年に穎昌府に昇格。
ＸＶ 金 許Ｉ､ﾄ|昌武軍。
xvi
｜兀 許州。
ＸＶｕ 明清 許州（明代に長社縣を州治に省入)。
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昌
縣
か
ら
長
社
縣
に
移
さ
れ
て
い
る
。
で
は
遡
っ
て
考
え
る
に
、
何
時
穎
川
郡
治
は
陽
雲
縣
か
ら
許
Ⅱ
川
縣
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
については鑑儀士口の『一二同会要」巻一一一五輿地二魏州郡に、
頴
川
郡
は
、
許
呂
に
治
し
、
縣
十
を
領
す
。
とみえるが、『三国会要」は清代の編纂書であり、かつ上記史料の出所が明確ではない。しかしながら、この記事が曹魏で
の
頴
川
郡
治
の
所
在
を
語
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
現
状
で
は
こ
れ
を
採
用
す
る
と
し
て
、
魏
の
頴
川
郡
治
は
許
昌
縣
に
置
か
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
□
許
昌
縣
は
魏
王
朝
成
立
後
、
漢
代
の
許
縣
を
改
名
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
漢
末
献
帝
を
迎
え
て
許
縣
治
（
縣
城
）
に
国
都
が
営
ま
れ
る
。
と
こ
ろ
が
後
漢
代
の
許
縣
は
頴
川
郡
下
の
一
緬
縣
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
「
後
漢
書
」
巻
二
○
郡
川
芯
）
。
し
た
が
っ
て
、
郡
治
の
許
昌
縣
へ
の
移
設
は
、
後
漢
未
の
遷
都
時
、
も
し
く
は
魏
壬
朝
成
立
時
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
陽
雲
か
ら
の
移
設
以
後
、
普
代
の
あ
る
時
期
ま
で
頴
川
郡
治
は
許
閂
縣
治
（
許
禺
城
）
に
置
か
れ
て
い
た
。
汗
で
は
さ
ら
に
長
社
縣
に
郡
治
が
移
さ
れ
る
。
許
門
縣
よ
り
長
社
縣
へ
の
郡
治
移
設
の
理
川
と
時
期
を
明
確
に
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
見
出
し
え
な
い
が
、
当
時
の
情
況
か
ら
推
測
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
晋
末
の
永
嘉
の
乱
に
許
昌
が
巻
き
込
ま
れ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
（８）
後
に
後
趙
を
建
て
る
こ
と
に
な
る
石
氏
と
の
攻
防
戦
に
よ
っ
て
宮
屋
が
破
損
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
田
心
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
曹
操
の
郭
へ
の
本
拠
地
移
転
、
魏
の
洛
陽
定
都
、
対
呉
戦
線
の
変
化
な
ど
に
よ
り
許
昌
の
役
割
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、
魏
で
は
景
福
殿
や
武
庫
が
置
か
れ
、
晋
で
も
汝
南
王
亮
・
斉
王
間
・
扶
風
王
駿
・
東
海
王
越
・
萢
陽
王
晩
な
ど
宗
室
諸
王
が
相
継
い
で
鎮
す
る
な
ど
、
八
王
の
乱
の
後
ま
で
許
昌
は
依
然
と
し
て
軍
事
的
・
政
治
的
な
重
要
性
を
喪
失
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
郡
治
の
移
設
さ
れ
た
先
の
長
社
縣
は
と
い
うに、「漢書」地剛志、「後漢書」郡川志、「秤齊」地理志に掲載されていることから、頴川郡下の一領縣であったことが確
認される。元々は長葛縣といわれていた。ところで、長社縣については「讃史方興紀要」巻四七河南二許州長社廃縣に、
今
の
州
治
な
り
。
漢
は
願
陰
縣
の
地
に
し
て
、
頴
川
郡
に
属
す
。
東
魏
の
武
定
七
年
、
頴
州
及
び
顧
川
郡
を
移
し
、
頴
陰
に
治
し
、
改
め
て
鄭
州
と
い
ふ
。
長
社
縣
を
復
職
し
州
郡
の
治
と
な
し
、
商
齊
は
顕
陰
縣
を
以
て
沖
入
す
．
随
の
開
皇
初
、
縣
に
改
め
顧
川
と
い
ふ
。
仏
り
て
許
州
の
治
と
な
す
。
唐
は
復
た
長
社
と
い
ふ
・
唐
よ
り
以
後
、
許
州
皆
な
こ
こ
に
治
す
Ⅱ
明
初
、
縣
を
省
き
て
州
に
入
る
。
と
み
え
、
清
代
の
許
州
州
治
、
す
な
わ
ち
現
在
の
許
呂
市
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
地
は
漢
の
顕
陰
縣
で
あ
っ
て
長
漢
魏
の
都
城
〃
許
凸
“
（
塩
沢
）
九
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葛
縣
で
は
な
い
。
こ
こ
に
長
社
縣
治
そ
の
も
の
の
転
移
が
生
じ
て
い
る
。
東
魏
の
武
定
七
年
（
五
四
九
）
に
は
頴
州
州
治
お
よ
び
頴
川
郡
治
が
穎陰縣の地に移され、州はさらに鄭州と改名される。『元和郡縣志」巻九許州にみる〃高澄、古頴陰城に就つり、改めて南
鄭
州
を
置
く
。
即
ち
今
の
州
城
是
な
り
“
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
内
容
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
長
社
縣
も
復
置
さ
れ
州
郡
の
治
所
と
な
る
が
、
そ
の
際
治
所
は
旧
縣
の
所
在
地
で
は
な
く
願
陰
縣
の
地
ｓ
水
経
注
疏
」
注
釈
中
で
熊
会
貞
は
、
射
犬
城
に
比
定
し
て
い
る
）
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
北
斉
で
は
復
清
さ
れ
た
長
社
縣
に
願
陰
縣
を
あ
わ
せ
て
い
る
（
「
晴
書
」
巻
三
○
地
理
志
穎
川
郡
頴
川
縣
）
。
そ
の
後
、
明
代
に
至
っ
て
許
州
に
省
入
さ
れ
る
（
表
一
Ｘ
Ⅶ
）
ま
で
長
社
縣
は
存
続
し
、
許
州
州
治
も
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
。
階
唐
代
に
は
郡
と
州
の
改
廃
が
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
情
況
下
に
お
い
て
も
治
所
は
長
社
縣
に
あ
り
、
階
以
降
の
頴
川
郡
か
ら
許
州
へ
の
流
れ
は
明
確
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
経
緯
を
み
る
と
、
東
魏
以
降
頴
川
郡
治
と
許
州
州
治
と
は
同
一
地
、
す
な
わ
ち
現
許
昌
市
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
郡
・
州
の
治
所
が
現
許
昌
市
に
置
か
れ
る
に
至
る
問
題
の
所
在
は
、
長
社
縣
治
の
転
移
に
あ
る
と
い
え
る
。
東
魏
に
お
け
る
長
社
縣
治
の
転
移
に
つ
い
て
は
、
「
請
史
方
輿
紀
要
」
同
巻
許
昌
長
葛
縣
に
載
せ
る
長
社
故
城
に
、
晋
の
頴
川
郡
は
初
め
許
昌
に
治
し
、
後
に
治
を
長
社
に
移
す
。
（
中
略
）
東
魏
の
天
平
初
、
頴
州
の
治
と
な
り
、
四
年
頴
州
は
（
西
）
魏
に
附す。（中略）武定五年、侯景は郡を以て西魏に降る。魏將王思政は鎮守し、東魏攻め園むこと鹸年にして始めて陥つ。
城
の
多
く
崩
頽
す
る
を
以
て
、
因
り
て
郡
治
を
願
陰
縣
に
移
す
。
と
み
え
、
武
定
五
年
か
ら
六
年
（
五
四
七
～
四
八
）
に
か
け
て
、
頴
州
お
よ
び
頴
川
郡
の
治
所
で
あ
る
長
社
縣
城
は
東
魏
と
西
魏
の
攻
防
の
な
か
で
崩
壊
し
、
州
・
郡
治
が
顕
陰
縣
に
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
社
縣
城
は
放
棄
さ
れ
、
長
社
縣
も
一
時
的
に
機
能
を
停
止
し
て
い
た
こ
とがわかる（攻防の経緯は「元和郡縣志」巻九長社故城および「太平簑宇記」巻七長葛縣長社故城に詳しい）。前の長社廃
縣
の
記
事
で
は
長
社
縣
治
も
顕
陰
縣
の
地
に
復
置
さ
れ
、
そ
こ
に
州
郡
の
治
所
が
戻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
顕
陰
縣
の
地
に
頴
陰
縣
治
と
長
社縣治とが一時的に並存しており、それ故に北斉では前者を後者に併合することになったと思われる。なお、「讃史方輿紀
要
』
で
は
同
巻
禺
州
に
頴
陰
城
を
記
載
し
て
お
り
、
穎
陰
縣
城
と
願
陰
縣
に
復
置
さ
れ
た
長
社
縣
城
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
（９）
の
と
こ
ろ
頴
陰
縣
城
に
つ
い
て
比
定
す
べ
き
連
追
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
復
置
以
前
の
長
社
縣
城
に
つ
い
て
も
、
同
時
代
史
料
と
し
て
の
『
水
経
注
』
巻
一
三
泊
水
条
に
は
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
比
定
地
の
長
葛
縣
近
郊
で
該
当
す
る
遺
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
法
政
史
学
第
六
十
二
号
一
○
Hosei University Repository
許昌縣については、『元和郡縣志』巻九許州許昌縣に、
漢に至りて縣となり穎川郡に属す。後漢これに因る。魏の太祖、献帝を迎えて許に都し、文帝受禅するに改めて許昌
と
な
す
。
宋
志
に
許
日
縣
な
し
。
天
平
元
年
復
置
す
。
今
の
縣
理
は
こ
れ
な
り
。
と
み
え
、
ま
た
「
太
平
簑
宇
記
」
巻
七
許
州
許
凸
縣
に
は
、
許
州
許
昌
郡
の
治
所
を
長
社
縣
と
し
た
う
え
で
、
（許州の）東北五十五里にあり、旧は五郷、今は四郷なり。（中略）宋志に許昌縣なし。天平元年復置す。高齊の文宣
帝、鄙陵を省きて許昌に入れ、陪文帝又た部陵縣に浦州を置き、聯を以てここに属せしむ。大業二年浦州を廃し、縣
を以て許州に属せしむ。（中略）羽林監頴川の棗祗、屯田をここに建置す。任峻を以て典農中郎將となし、人を募りて
許
下
に
屯
田
す
る
は
、
即
ち
今
の
許
昌
縣
な
り
。
とある。許昌縣は魏の受禅により漢代の許縣を改名したもので、許縣が都となることから、継続的に許昌城に許昌縣治が
置
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
魏
晋
で
は
頴
川
郡
治
も
許
昌
城
に
置
か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
晋
で
は
頴
川
郡
治
が
長
社
縣
に
移
さ
れ
る
。
そ
の
移
設
の
時
期
と
要
因
に
つ
い
て
は
、
前
項
で
既
に
触
れ
て
い
る
の
で
言
及
は
避
け
る
。
問
題
は
頴
川
郡
治
が
移
さ
れ
た
後
の
許
昌
縣
の遷移である。十六国期には前奏によって許昌に東豫州治が置かれているが（「晋書』巻一四地理志）、注意すべきはその
後の展開である。それは止掲記事中にみる〃宋志（「宋書」州郡志）に許昌縣なし。（東魏の）天平元年復置す“という経
緯である。劉宋と東魏との間には百年前後の時間差があり、それを埋める史料は現状では見冊せないが、西晋末より十六
国・南北朝にいたる許昌帰属の推移と関連事項を示した表二をみると、十六国とそれに続く南北朝の抗争のなかで黄惟平
原
の
要
地
に
あ
る
許
昌
が
常
に
争
奪
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
北
魏
と
劉
宋
と
の
許
昌
を
め
ぐ
る
攻
防
は
激
し
く
、
劉
宋
初期の永初年間には頴川郡許昌縣の名が見えるものの（『宋書』巻三六州郡志）、北魏の将周幾による許昌城の掘壊や（『宋
書』巻九五索虜伝）、北魏後期には許昌縣令が綜麻戊主に兼務されていること（「魏書」巻六六李嵩伝）などから考えると、
以
上
、
穎
川
郡
治
と
許
州
州
治
の
遷
移
と
所
在
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
頴
川
郡
下
に
あ
る
許
昌
縣
の
晋
以
降
に
お
け
る
遷
移
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
よ
っ
て
次
項
で
は
許
昌
縣
の
遷
移
を
考
え
る
。
町
許
昌
縣
の
遷
移
漢
魏
の
都
城
〃
許
昌
“
（
塩
沢
）
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表二晋南北朝における許,[],帰属の推移Ｉ 法
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年号は普南朝に統一。 五
世
紀
に
あ
っ
て
許
昌
城
の
荒
廃
は
相
当
進
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
鄭
道
元
が
「
水
経
注
」
を
編
纂
し
た
北
魏
末
の
段
階
で
は
”
故
城
〃
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
天（、）
平一工年（五一二四）の復置がなされたといえる。
なお、「魏書」巻一○六地形志（東魏）鄭州許昌
郡
許
昌
縣
の
注
に
”
許
昌
城
に
治
す
“
と
み
え
る
が
、
「
魏
書
』
地
形
志
の
内
容
に
は
錯
誤
が
多
く
そ
の
扱
い
は
慎
重
を
要
す
る
。
ま
し
て
や
こ
の
記
事
は
脚
注
で
あ
る
。
復
満
以
後
に
縣
治
が
移
設
・
転
移
し
た
と
い
う
記
事
は
確
認
さ
れ
ず
、
鄭
州
成
立
時
の
許
昌
縣
治
を
漢
魏
の
許
昌
城
に
当
て
て
と
ら
え
る
と
、
以
下
に
見
る
陪
唐
の
許
昌
縣
治
、
す
な
わ
ち
許
川
へ
の
連
続
性
が
断
た
れ
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
許
昌
縣
の
復
置
は
、
頴
川
郡
治
の
遷
移
に
み
る
長
社
縣
（
治
）
の
復
置
が
旧
縣
城
の
荒
廃
を
機
に
地
を
移
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
例
を
援
用
し
て
考
え
る
べ
き
で
、
北
魏
半
ば
ま
で
の
許
昌
縣
治
と
は
異
な
っ
た
地
へ
の
転
移
で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
復
置
後
の
新
許
昌
縣
城
が
階
・
唐
の
許
昌
縣
治
で
あ
る
。
前
の
「
魏
書
』
地
形
志
に
み
る
〃
許
昌
城
“
も
新
許
昌
城
と
解
釈
す
る
と
矛
盾
は
解
決
す
る
。
一一一
紀年 帰属の椎移
① 永嘉末 石勒許凸に進陥。浦倉で晋室諸王公卿を害す。
② 建武元年(317） 筍組、開封より許,L{に移り、行台を置く。
③ 太興元年(318） 石勒兵を派遣し、筍組南へ逃亡。李炬・郭獣・郭衞111顕111を守る。
④ 大寧３年(325） 石勒詐昌を攻略し、後趙豫州治所を置く。
⑤ 永和６年(350）
永和７年(351）
永和８年(352）
後趙乱れ、再閏の豫州牧張遇許昌に拠る。
張遇東需に帰す。
張遇東Wfに反し前秦に降る。前奏の符雄許昌に進攻し、眺襄と許｛｣,の誠橋で
会戦。晋軍敗退し、符雄許昌入城、張遇を捕獲。許昌は前奏に帰す。
⑥ 永和１１年(355） 眺襄許昌に拠る。
⑦ 升平元年(357） 許目前燕に帰属。
⑧ 升平５年(361） 桓温の弟舗、許昌を''１|復。
⑨ 興寧元年(363）
興寧２年(364）
汝南太守朱斌、前燕の長平進攻に承虚し許昌を襲撃。
前燕許昌を襲撃、願)||太守李福敗死。許昌は前燕に帰属し、豫州治所が置か
れる ０
⑩ 太和５年(370） 前秦、前燕を滅ぼし、許昌は前秦に帰属。東豫州治所が置かれる。
⑪ 大元９年(384） 東晋許肖を回復。
⑫ 隆安３年(399） 後案により許昌陥落。
⑬ 義煕１２年(416） 劉裕北伐、前鋒の檀道濟許昌を陥し、後秦の頴川太守桃垣を捕獲。
⑭ 景平元年(423） 北魏の將笑斤許,型,に進攻し、頑Ill太守李元徳敗走。北魏庚龍を願)||太守とし
て許昌に置く。劉宋の豫州刺史劉梓許肖を襲撃し､庚龍を殺害し当地を回復。
顕)||太守李元徳許目に戊す。北魏の將周幾許昌を襲撃し、李元徳逃亡。周幾
は許昌城を掘り崩し封彊を立てる。
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復
置
後
の
許
昌
縣
に
つ
い
て
は
『
讃
史
方
輿
紀
要
」
巻
四
七
河
南
二
許
州
許
昌
城
に
、
東
魏
の
天
平
初
、
始
め
て
穎
川
を
分
ち
許
昌
郡
を
置
く
。
北
齊
は
郡
廃
し
、
階
は
許
州
に
属
せ
し
め
、
唐
は
こ
れ
に
因
る
。
五
代
の
唐
は
諄
の
昌
た
る
に
改
め
て
許
田
縣
と
い
ふ
。
宋
の
煕
寧
四
年
、
省
き
て
長
社
に
入
れ
、
許
田
鎮
と
な
す
。
と
あ
り
、
五
代
後
唐
の
太
祖
李
克
用
（
八
五
六
～
九
○
八
）
の
父
、
李
国
昌
の
諌
を
避
け
て
〃
昌
”
を
〃
田
〃
に
改
め
〃
許
田
縣
〃
と
な
り
、
末
の
煕
寧
四
年
（
一
○
七
二
に
長
社
縣
に
省
入
さ
れ
る
ま
で
存
続
す
る
。
ま
た
「
宋
史
』
巻
八
五
地
理
志
願
昌
府
許
昌
郡
長
社
螺
に
も
、
煕
寧
四
年
、
許
田
縣
を
省
き
て
鎖
と
な
し
、
こ
こ
に
入
る
。
と
み
え
る
よ
う
に
、
煕
寧
四
年
の
省
縣
の
際
、
許
田
縣
は
鎖
と
な
る
。
こ
の
地
が
現
在
の
許
昌
縣
陳
倉
郷
許
田
鎮
で
あ
る
と
陳
有
忠
氏
は
捉
え
（Ⅲ）
て
い
る
。
同
一
の
名
称
を
冠
す
る
集
落
や
許
田
の
淵
源
に
触
れ
る
地
名
が
当
該
地
域
と
そ
の
周
辺
で
は
他
に
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
許
田
鎮
に
対
す
る
陳
氏
の
見
解
は
ま
さ
に
首
肯
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
□
宋
代
に
長
社
縣
に
省
入
さ
れ
て
以
降
、
許
昌
縣
と
い
う
行
政
単
位
が
再
び
登
場
す
る
の
は
中
華
民
国
の
成
立
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
許
昌
郡
に
つ
い
て
は
『
陪
書
」
巻
三
○
地
理
志
願
川
郡
郡
陵
縣
に
も
、
東
魏
は
許
昌
郡
を
置
き
、
後
齊
は
縣
を
廃
す
。
開
皇
初
、
郡
廃
し
、
七
年
都
陵
縣
を
復
す
。
と
「
讃
史
方
輿
紀
要
』
の
記
事
に
添
っ
た
内
容
が
み
え
、
東
魏
で
頴
川
郡
を
分
け
て
許
昌
郡
が
設
置
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
一
時
的
な
も
の
で
陪
初
（
或
い
は
北
斉
中
か
）
に
は
廃
さ
れ
て
い
る
。
『
唐
書
」
の
地
理
志
で
は
そ
の
存
在
は
記
載
さ
れ
ず
、
許
昌
郡
は
東
魏
・
北
斉
期
の
み
の
存
在
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
太
平
簑
宇
記
』
所
載
の
許
州
許
昌
郡
も
「
宋
史
』
地
理
志
所
載
の
頴
昌
府
許
昌
郡
も、実体は頴川郡からの改称であり、東魏の許昌郡とは全く異なるものである。なお、東魏の許昌郡治の所在については、
北
斉
で
郡
陵
が
許
昌
に
省
入
さ
れ
る
点
（
前
掲
『
太
平
簑
宇
記
」
許
州
許
昌
縣
）
、
前
掲
「
魏
書
』
地
形
志
の
”
許
昌
城
に
治
す
〃
を
新
許
日
日
城
と
解
釈
す
る
こ
と
で
階
唐
へ
の
矛
盾
が
解
決
さ
れ
る
点
、
ま
た
そ
の
領
す
る
郡
陵
・
扶
溝
・
新
汲
縣
と
の
統
廃
合
（
『
魏
書
」
地
形
志
）
お
よ
び
立
地
情
況
か
ら
み
て
、
鄙
陵
縣
治
で
は
な
く
復
置
後
の
新
許
昌
縣
城
（
許
田
鎮
）
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
魏
の
都
城
〃
許
昌
〃
（
塩
沢
）
￣
－
－
￣
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図三頴川郡治、許昌縣治、長社縣治の遷移
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露〔禺州〕漢鋤11郡Ｉ囮麺露 ●⑤ :、：125〔褒城」○
や詞Ⅱ郡の遷移
一一一一許昌蝉の転移･省入
-..-.・許昌郡の分極
。－．．．゜・推定縣城
小
結
以
上
、
張
播
故
城
、
許
田
鎮
、
許
昌
市
三
者
偏
在
の
経
緯
に
つ
い
て
、
許
昌
に
係
わ
る
縣
・
郡
・
州
と
い
う
行
政
単
位
の
変
遷
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
導
く
に
至った（図三）。
Ⅲ
腺
と
い
う
行
政
単
位
で
と
ら
え
る
と
、
許
昌
縣
治
の
遷
移
は
、
前
期
の
張
播
（
秦
・
漢
・
魏
・
晋
・
十
六
国
）
と
後
期
の
許
田
（
東
魏
・
北
斉
・
階
・
唐
・
五
代
・
宋
）
の
二
期
に
分
け
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
許
昌
縣
は
最
終
的
に
宋
代
に
廃
止
さ
れ
る
。
現
在
の
許
昌
縣
は
民
国
に
入
っ
て
か
ら
成
立
し
た
単
位
で
あ
る
。
⑪
郡
・
州
と
い
う
行
政
単
位
で
と
ら
え
る
と
、
頴
川
郡
か
ら
許
州
へ
の
流
れ
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
郡
か
ら
州
へ
は
断
続
的
に
移
行
す
る
が
、
そ
の
治
所
の
遷
移
は
著
し
い
。
許
州
（
現
許
州
市
）
に
定
着
す
る
ま
で
の
頴
川
郡
治の遷移は、陽謹聴（秦・漢）、許昌
縣（許
昌城、
魏・晋）、長社縣Ｉ（晋・十六国・北魏）、長社縣
Ⅱ
（
頴
陰
聯
、
束
魏
）
の
囚
期
に
分
け
ら
れ
、
許
州
へ
の
移
行
は
第
四
期
か
ら
の
改
名
。
改
組
で
あ
る
（
五
期
）
。
許
州
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
名
称
変
更
（
頴
州
、
鄭
州
、
穎
昌
府
許
昌
郡
な
ど
）
の
み
で
、
治
所
の
移
設
や
転
移
は
な
四
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城
趾
は
内
城
と
外
城
と
に
分
け
ら
れ
る
。
内
城
は
外
城
の
東
南
部
に
位
置
し
、
内
城
南
面
の
城
壁
は
外
城
南
面
の
城
壁
と
重
な
る
（
内
城
東
壁
と
外
城
東
壁
の
重
な
り
に
つ
い
て
は
諸
報
告
の
見
解
が
異
な
る
こ
と
か
ら
確
認
調
査
が
必
要
で
あ
る
）
。
面
積
に
お
い
て
内
城
は
外
城
の
四
分
の
一
に
あ
た
る
。
内
城
の
平
面
は
概
ね
正
ｌ
張
播
故
城
の
調
査
報
告
と
現
状
張
播
故
城
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
報
告
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
九
三
年
五
月
許
昌
市
文
化
局
発
行
の
「
関
干
張
播
故
城
城
趾
文
物
鈷
探
情
況
的
匪
報
」
（
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
情
況
に
関
す
る
総
括
報
告
）
も
手
元
に
は
あ
る
が
、
こ
の
デ
ー
タ
も
非
公
開
と
い
う
制
約
が
あ
る
。
よ
っ
て本節では、既刊された「河南省志」（文物志、地名志）、『中国文物地図集」（河南分冊）、「二○世紀河南考古発現輿研究」
〈胆）
の報告内容に陳有忠・黄留春両氏の踏査報生口を加え、さらに筆者の踏査→アータを交えるという形で、張播故城の現状を述
い
。
許
州
州
治
は
現
許
呂
市
で
あ
る
。
い
、
伽
を
み
る
と
、
許
昌
を
取
り
巻
く
地
域
空
間
で
は
、
許
昌
縣
治
の
遷
移
と
頴
川
郡
治
の
遷
移
、
頴
川
郡
か
ら
許
州
へ
の
改
変
と
が
複
雑
に
交
錯
し
て
い
る
。
そ
し
て
各
行
政
単
位
の
時
空
間
に
お
け
る
複
雑
な
推
移
を
理
解
す
る
上
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
、
頴
川
郡
、
長
社
縣
という許（昌）という名称を冠しない行政単位の治所の遷移であることが分かる。ここにおいてい、Ⅲをもって前に提示
した①～⑩を考えると、①～⑤は唐末代の史料であることから許昌縣廃止以前、すなわちⅢの許昌縣後期の縣治を基準と
し
た
方
位
・
里
程
、
⑥
～
⑩
は
明
以
降
の
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
伽
の
許
州
（
頴
川
郡
）
五
期
を
基
準
と
し
た
方
位
・
里
程
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
許
田
鎮
か
ら
み
て
張
播
鎖
は
南
、
距
離
は
二
一
ｍ
、
唐
・
宋
の
約
四
十
里
に
符
合
す
る
。
ま
た
、
許
昌
市
か
ら
みて張播鎖は東南東、距離は一八伽、明清の約一一一十里に符合することになる。したがって、諸々の史料に記載されている
許
昌
城
と
は
張
播
故
城
を
指
す
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
以
下
の
議
論
に
お
い
て
、
許
昌
城
と
は
張
播
故
城
の
こ
と
を
指
し
て
い
う
。
べておきたいと思う。
漢
魏
の
都
城
〃
許
昌
〃
（
塩
沢
）
二
漢
魏
許
昌
城
と
そ
の
周
辺
の
関
連
遺
跡
一
五
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方
形
（
若
干
東
西
に
長
い
）
を
呈
し
、
総
面
積
は
一
五
○
万
㎡
で
あ
る
。
内
城
壁
の
東
・
西
・
南
三
面
は
既
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
北
城
壁
の
保
存
状
態
は
よ
く
、
そ
の
残
高
は
二
～
三
ｍ
で
あ
る
（
写
真
１
）
・
内
城
西
南
隅
に
あ
る
〃
銃
秀
台
”
と
い
う
台
基
（
高
さ
一
五
ｍ
、
面
積
約
（蝿）
四
○
○
○
㎡
、
写
真
２
．
３
）
は
、
献
帝
が
天
を
祭
っ
た
天
壇
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
高
さ
－
－
，
余
、
局
長
約
一
二
ｍ
に
も
及
ぶ
方
形
土
台がある（写真４）。この土台は内城の両半分を占め、その北部では西周から前漢以前にいたる遺物（兵器、礼器、生活用
品
な
ど
）
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
黄
氏
は
姜
姓
許
同
国
君
の
宮
城
基
趾
と
考
え
て
お
り
、
陳
氏
も
内
城
を
許
男
国
の
城
趾
に
比
定
し
、
周
（Ｍ）
制の小国一二里を上記の数値に合わせている叫一〃疏秀台〃もこの力形土台の上（西南隅）に乗る構造になっている（写真２。
３）。許昌市博物館の馬徳新氏の説明によると、内城を四分するように東西、南北に街路がはしり、その西半分は宮殿区、
東北部は工房区であるという◎東西にはしる街路の直上を許昌・張播より東に延びる公路がはしり、残存する内城西門（高
さ
約
二
ｍ
、
写
真
５
）
を
こ
の
公
路
が
通
過
し
て
い
る
□
外城壁の長さは、東西二一一一○○ｍ、南北一一一○○○ｍ、周長は約一一一・六（一○・六の誤りか）血である。外城壁は近年の
整
地
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
が
、
随
所
に
見
ら
れ
る
地
面
の
陥
没
箇
所
に
よ
り
確
認
が
叩
能
で
あ
る
。
外
城
（
壁
）
の
築
造
時
期
に
つ
い
て
、
陳｛応）
氏は「冊名魏公九錫文』（「全一二同文』所収）の〃遂に許に遷りて都し、我が京幾を造る“に基づき後漢末と推測している。
外
城
の
西
北
部
に
は
張
飛
廟
が
あ
り
、
西
南
隅
に
は
曹
操
の
本
営
が
置
か
れ
た
と
の
伝
承
を
も
つ
営
王
村
が
あ
る
。
張
飛
廟
前
門
の
門
道
お
よ
び基壇全面には多様な紋様碑（子母碑）が貼られている（写真６）。
採
集
遺
物
と
し
て
は
、
石
離
・
山
神
の
石
柱
礎
・
覆
盆
式
柱
礎
・
虎
紋
石
方
板
・
双
龍
食
魚
紋
石
櫨
斗
・
囚
神
璽
・
五
銑
紋
小
樽
・
陶
文
瓦
常（〃万世千秋“〃千秋万歳“記名）・青石量首碑額（“漢故新〃〃尉郭君“記名）・等辺形陶水管・雲紋瓦常・陶文小徳（〃、水
元十年（九八、後漢和帝）“記名）・寛治深腹盆陶片ほか、各種の陶器・金属器・玉器などが挙げられている。
な
お
、
内
城
を
外
城
内
の
中
央
南
寄
り
に
置
く
と
い
う
尾
形
氏
が
現
地
で
受
け
た
説
明
（
図
四
１
１
）
と
、
筆
者
の
踏
査
時
に
馬
徳
新
氏
よ
り
受
け
た
説
明
と
は
、
南
城
壁
の
重
な
り
を
除
い
て
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
民
国
『
許
昌
縣
志
』
巻
一
方
輿
圖
考
古
城
保
圖
（
図
四
－
２
）
（肥）
と陳氏の作図（図一一）では内城を外城の東南隅に置いている。内城がどの位置に配されるかはくう後の調査を待つしかない
が
、
上
記
の
内
容
に
筆
者
踏
査
時
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
定
値
を
交
え
て
作
成
し
た
も
の
が
図
五
で
あ
る
。
漢魏の都城〃許昌〃（塩沢）
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と
聰
享
の
礼
に
つ
い
て
触
れ
、
大
饗
は
狭
小
な
許
昌
城
で
は
城
外
で
行
わ
れ
た
が
、
洛
陽
で
は
本
来
宮
城
内
で
行
う
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
先
例
を
参
考
に
す
べ
き
と
こ
ろ
、
先
例
を
述
べ
た
何
禎
・
王
沈
の
賦
は
狭
小
な
許
昌
城
内
で
の
内
容
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
〃
彼
の
西
南
に
壇
す
“
で
あ
り
、
内
城
の
西
南
隅
に
残
存
す
る
台
基
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
許
昌
城
に
は
魏
の
明
帝
期
に
荘
厳
な
景
福
殿
が
造
営
さ
れ
て
い
る
。
景
福
殿
の
様
相
に
つ
い
て
は
「
景
福
殿
賦
」
（
「
文
選
」
所
収
）
に
詳
ら
か
に
さ
れ
、
遺
趾
の
規
模
に
つ
い
て
も
「
水
経
注
』
や
「
讃
史
方
輿
紀
要
」
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
荘
厳
さ
や
規
模
、
配
置
構
造
な
ど
は
概
ね
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
景
福
殿
が
宮
城
内
の
何
処
に
築
か
れ
た
か
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
く
、
今
後
時
に
大
い
に
洛
陽
宮
室
を
興
す
に
、
車
駕
し
て
便
ち
許
昌
に
幸
す
。
天
下
富
に
許
呂
に
朝
正
す
べ
し
。
許
昌
偏
狭
な
れ
ば
、
城
南
に
お
い
て
藍
を
以
て
殿
と
な
し
、
魚
龍
を
備
設
す
る
こ
と
曼
延
た
り
て
、
民
の
勢
役
を
罷
む
。
と
み
え
る
。
こ
の
内
容
は
、
明
帝
の
許
昌
行
幸
に
あ
た
り
許
昌
の
城
内
は
狭
い
の
で
、
城
南
（
城
外
）
に
お
い
て
仮
の
拝
殿
を
設
け
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
宋
書
」
巻
一
四
礼
志
に
は
、
何
禎
が
許
都
賦
を
案
ず
る
に
日
ふ
、
元
正
大
饗
す
る
に
、
彼
の
西
南
に
壇
す
（
中
略
）
と
。
王
沈
が
正
會
賦
に
又
た
日
ふ
、
華
帳
は
飛
雲
に映し、朱幕は前庭に張る（中略）と。此れ則ち大饗は悉く城外にありて、宮内に在らざるなり。（中略）何．王が二
賦
は
、
本
も
と
洛
京
に
在
ら
ず
。
何
が
許
都
賦
と
云
ふ
は
、
時
に
許
昌
に
在
る
な
り
。
王
が
賦
に
又
た
云
ふ
、
凹
國
を
東
巡
に
朝
し
、
亦
魏
書
巻
一
三
鍾
統
伝
に
、
ところで、明嘉靖「許昌志』雑述志には、周九里一一一九歩とあり、魏値（一里Ⅱ四一一一四・二ｍ）では四○九五ｍ、唐及び
明値（｜里Ⅱ五五九・八ｍ）では五二一二九ｍとなる。この数値は面積一五○万㎡（周長概算四九○○ｍ未満）という内城の
数
値
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
周
長
一
○
ｎ
余
と
い
う
外
城
壁
の
数
値
は
、
周
二
○
里
一
九
歩
（
八
七
二
ｍ
、
魏
値
）
と
い
う
建
康
（Ⅳ）
の大城、東西七里南北五里（実測値・・東西一一四○○～一一六○○ｍ、南北一七○○ｍ）という鄭北城よりも若干大きい。一
方
、
内
城
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
宮
城
と
認
識
す
る
と
、
外
城
に
対
す
る
面
積
比
率
四
分
の
一
は
建
康
や
郵
北
城
と
ほ
ぼ
同
率
と
い
え
る
が
、
南
北
宮
を
配
す
る
後
漢
の
洛
陽
（
誰
陽
）
に
比
べ
る
と
面
積
値
・
比
率
と
も
か
な
り
小
さ
い
。
許
昌
（
内
）
城
の
狭
小
な
こ
と
は
、
「
三
国
志
」
漢魏の都城〃許昌“（塩沢）
賦
は
、
本
も
と
洛
京
に
在
ら
一
た
許
昌
の
正
會
を
賦
せ
り
と
。
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２
許
呂
が
有
す
る
都
市
空
間
の
検
出
都
市
空
間
を
検
出
す
る
た
め
に
は
、
如
何
に
有
益
な
情
報
を
抽
出
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
に
筆
者
は
現
許
呂
巾
の
周
辺
部
に
広
が
る
広
域
な
地
域
に
対
し
て
検
索
エ
リ
ア
を
設
定
し
た
。
そ
し
て
そ
の
エ
リ
ア
内
で
、
後
漢
末
か
ら
魏
（
以
下
当
該
期
と
い
う
）
に
あ
た
る
遺
蹟
・
墓
葬
の
検
索
を
行
い
、
そ
の
分
布
情
況
を
確
認
す
る
一
方
、
さ
ら
に
地
調
考
証
を
も
並
行
し
て
行
い
、
そ
の
分
布
怖
況
に
つ
い
て
も
右
と
Ｍ
－
の
平
Ｗ
空
間
上
に
示
し
た
（
図
六
）
。
何
故
こ
の
よ
う
な
手
法
を
採
用
し
た
か
と
い
う
に
、
あ
る
地
域
空
間
を
班
解
す
る
上
に
遺
蹟
と
墓
葬
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
が
、
現
状
で
入
手
可
能
な
考
古
資
料
に
は
限
界
が
あ
り
、
地
名
（
要
考
証
）
と
い
う
考
古
資
料
と
は
別
次
元
で
の
情
報
（
以
下
地
名
情
報
と
い
う
）
を
同
一
空
間
上
に
重
層
的
に
組
み
込
む
こ
と
で
そ
の
欠
落
を
補
い
、
都
市
空
間
の
理
解
に
有
益
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
検
索
エ
リ
ア
の
設
定
、
遺
蹟
・
墓
葬
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
の
問
題
点
、
並
び
に当該検索エリアでの地名情報の資料的有用性について一一一一口及する。
ま
ず
、
検
索
エ
リ
ア
と
し
て
は
、
許
凸
城
を
中
心
に
半
径
四
○
ｍ
の
エ
リ
ア
を
設
定
し
た
。
何
故
に
検
索
対
象
エ
リ
ア
を
半
径
四
○
ｍ
に
設
定
し
た
か
と
い
う
に
、
こ
の
エ
リ
ア
は
許
昌
縣
の
上
級
行
政
単
位
で
あ
る
頴
川
郡
の
管
轄
域
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
現
在
の
許
昌
市
、
許
昌
縣
、
長
葛
縣
、
臨
頴
縣
、
鄙
陵
縣
が
完
全
に
含
ま
れ
、
一
部
は
西
華
縣
、
鄙
城
縣
、
裏
城
縣
、
禺
州
市
、
尉
氏
縣
、
扶
溝
縣
に
も
及
ぶ
。
次
に
、
遺
蹟
・
墓
葬
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
の
問
題
点
に
つ
い
て
触
れ
る
。
「
中
脚
文
物
地
図
集
」
（
河
南
分
冊
）
の
情
報
を
下
に
、
「
太
平
簑
宇記」・「讃史刀興紀要」・民川「許凸縣志」「郡陵縣志」「長葛縣志」などに記載される州該期に机当する遺蹟（昨今の整
地
に
よ
る
所
在
不
明
の
も
の
も
含
む
）
を
抽
出
し
た
も
の
が
表
三
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
問
題
と
な
る
の
が
台
基
遺
構
の
名
称
で
あ
る
。
す
な
わち、個々の遺蹟がすべて史実に基づいて比定されたものとは一一一一口い難く、陶器や碑など遺物の散在情況から判断し、当該
期
に
お
け
る
活
用
の
痕
跡
を
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
当
該
検
索
エ
リ
ア
の
墓
葬
に
つ
い
て
も
墳
丘
の
名
称
比
定
に
問
題
が
あ
り
、
各
墓
群
に
お
け
る
伴
出
資
料
の
時
代
幅
が
広
い
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
踏
査
の
折
張
播
故
城
（
特
に
張
飛
廟
一
帯
）
や
繁
城
禅
譲
台
（
写
真
７
）
周
辺
で
多
数
の
個
体
が
確
認
さ
れ
た
菱
形
花
紋
陣
や
有
紋
子
母
陣
（
写
真
６
．
８
）
を
伴
出
す
る
墓
葬
の
み
を
当
該
の
調
査
を
待
ち
た
い
と
思
う
。
漢
魏
の
都
城
〃
許
昌
“
（
塩
沢
）
一一一
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表三張播故城周辺遺蹟（縣城illを除く）
ilil 法政史学第六十二号n↑,i１，縣陳曹郷哀庄村臨斑1螺［~‘’１（現存せ
期
の
指
標
と
し
て
「
中
国
文
物
地
図
集
」
（
河
南
分
冊
）
よ
り
検
索
し
た
（
図
六
）
。
そ
の
一
方
で
空
心
陣
の
み
を
伴
出
す
る
墓
葬
は
、
前
漢
よ
り
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
そ
の
時
期
を
特
定
し
に
く
い
た
め
、
対
象
よ
り
除
外
し
て
い
る
。
さ
ら
に
検
索
も
上
掲
書
の
み
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
資
料
上
の
制
約
が
あ
り
、
遺
蹟
と
同
様
に
墓
葬
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
も
空
間
理
解
の
参
考
に
の
み
留
め
る
必
要
が
あ
る。も
う
一
点
、
当
該
検
索
エ
リ
ア
に
お
け
る
地
名
情
報
の
資
料
的
有
用
性
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
何
故
な
ら
ば
、
地
名
を
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
資
料
性
そ
の
も
の
に
疑
義
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
二
一
一
遺蹟名 所在地 概要
１ 受禅台 臨頴縣繁城鎖
|iii積約2500㎡、台高9.31,、形状は正方形（三層、底部外縁は
|ﾘ形か)。
献帝受禅の場所。受禅碑・公卿将軍上尊号奏碑の二碑あり。
２ 議台 鄭陵縣馬欄郷議台村
台高約５ｍ、面積5600㎡。
曹操の築造といわれ、台上で軍国の大事を議論したと伝えら
れる ０
３ 観台 郡陵縣只楽郷観台村
台高約1.5ｍ、面積約30000ni。
許下屯田の際、士兵の演武観覧のため築造されたと伝えられ
る ｡
４ 射鹿台 許昌縣陳曹郷衰
台高約２ｍ、面積1500㎡、白灰面の房基がある。
後漢末年曹操が献帝とともに鹿を射た地とされる。
５ 練兵台 襄城縣萢湖郷城上村
内外二城構成、城趾平ljiiは長方形。南北500ｍ、東西350ｍ。
古城門、石激、古窯遺阯１００余所、古井１００余所が確認される。
論台または論城とも称され、曹操の行営といわれる。
６ 沃城 臨頴縣沃城郷沃城村
城hl平面は方形。南北480ｍ、東西400ｍ、面積約19.2㎡。
俗に張遼城という。
７ 桐郎城 扶溝縣韮園郷後鄭村
西城壁の基部のみ現存。版築各層の厚さ10～１５cm。
漢の桐邸縣治の遺構。
８ 李沙沃漢丼群 長葛縣石象郷沙沃村
現在32所で発掘される。闇1111径0.87ｍ、高0.31ｍ ０
胸ﾘｷ圏を用いた構築である｡Ｗ操許下屯[}1の遺構といわれる。
９ 哀堂漢井 邸陵縣只楽郷衰堂村
井深７ｍ、圏直径0.80ｍ、高0.40ｍ
陶井圏を用いた構築である。
。
1０ 蘭庄漢井 都陵縣望田郷蘭庄村
井深６ｍ、圏直径0.80ｍ、高0.40ｍ
陶井圏を用いた構築である。
。
11 煉鉄 都陵縣只楽郷観台村
観台村の北崗にある。七十二紅炉と称される。
曹操の兵器鋳造所といわれる。
1２ 灌溝 頴縣西20里( ず）
曹操瀧田の所といわれる。
嘗て南（泥河）北（顕ｉｌ１Ｉ）二1-1の碇門があった。
1３ 浦倉 許昌縣東北(現存せず）
1｛j水の邸閣があったといわれる。
許下屯lI1の際の倉城。
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漢
魏
の
都
城
“
許
昌
８子母碑（禅譲台採取）塩沢） ７弾誠台
Iilllllllllil1iliiliili1i1lillll1llillililllilllliIilllllil
１０議台（台基）
９議台（現議台小学校）
１３観台村（農民保有当該期文物） １１前営村・後営村
１４観台村（農民保有当該期文物） [２観台台基
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以
上
の
認
識
に
基
づ
き
、
図
六
に
は
遺
蹟
・
墓
葬
、
お
よ
び
地
名
か
ら
抽
出
さ
れ
る
情
報
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
き
、
あ
る
纏
ま
り
を
も
っ
た
区
域
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
各
々
の
区
域
の
性
格
を
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
特
色
（
区
域
相
）
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
ま
ず
明
言
で
き
る
こ
と
は
、
許
昌
は
漢
魏
と
い
う
時
空
間
に
お
い
て
の
み
国
都
と
い
う
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
る
都
市
で
あ
り
、
他
の
時
空
間
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
座
標
上
に
与
え
る
都
市
が
営
ま
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
市
の
推
移
を
時
空
間
と
い
う
立
体
座
標
の
上
で
理
解
す
る
と
き
、
漢
魏
と
い
う
時
空
間
で
発
生
し
た
地
名
上
に
別
の
時
空
間
の
名
称
が
重
畳
す
る
可
能
性
は
非
常
に
低
い
。
実
際
に
前
章
に
お
い
て
許
日
日
一
帯
の
歴
史
的
な
変
遷
を
探
究
し
た
こ
と
で
、
漢
魏
許
邑
の
存
在
す
る
時
空
間
は
非
常
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
西
晋
以
後
の
縣
・
郡
治
の
遷
移
に
よ
っ
て
、
許
昌
城
近
傍
の
地
域
空
間
に
は
後
世
に
お
い
て
歴
史
的
な
痕
跡
を
留
め
る
よ
う
な
聚
落
（
都
市
）
や
建
築
物
が
営
ま
れ
ず
、
漢
魏
晋
以
外
、
こ
の
地
域
一
帯
は
歴
史
的
に
空
白
な
地
域
空
間
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
よ
っ
て
当
該
地
域
に
限
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
空
間
の
様
態
が
、
都
市
空
間
の
検
出
に
お
い
て
考
古
学
的
な
情
報
に
限
ら
ず
地
名
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
（
考
証
は
不
可
欠
）
も
活
川
で
き
る
と
い
う
方
法
論
的
な
裏
づ
け
と
なる。その情報の資料的有川性を前提とし、「中国地名珈典」（河南省）・「河南省志」（地名志）を基礎に、民国「許ⅡⅡ縣志」
「
郡
陵
縣
志
」
「
長
葛
縣
志
」
や
「
中
国
文
物
地
図
集
」
（
河
南
分
冊
）
な
ど
か
ら
抽
出
で
き
る
郷
村
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
た
も
の
が
表
Ⅲ
である。Ⅳ、 ⅢⅡＩ、、、
法
政
史
学
第
六
十
二
号
許昌内・外城・・・…許昌縣張播郷盆李村一帯。張播故城。
屯
営
区
域
…
…
鄙
陵
縣
馬
欄
郷
議
台
村
一
帯
及
び
そ
の
南
辺
。
屯
川
区
域
…
…
〔
Ｉ
区
〕
鄙
陵
縣
望
田
村
一
帯
。
〔
Ⅱ
区
〕
許
昌
市
南
郊
（
南
屯
里
周
辺
）
よ
り
許
昌
縣
北
部
（
北
屯
里
周
辺
）
を
経
て
長
葛
縣
東
南
部
（
李
沙
沃
周
辺
）
に至る区域。
狩
猟
・
禁
苑
区
…
…
許
日
日
縣
陳
倉
郷
一
帯
。
一
ｌＪｑ
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表l1LI郷村地名（後漢から三国に関連した伝承を持つ）漢
魏
の
都
城
〃
許
昌
“
３
（塩沢）
-1’
lii，｜、ⅡIILと１１８１－一一五
注地名訶典（河南省）は地名詞典と、中国文物地図集（河南分冊）は文物地図と略記する。なお
内容に一部（遺跡について）表三と重複あり。
所在地 地名 承伝 主な出典
１ 許昌市 高橋鴬 曹操駐営の所。 河南省志、地名詞典
２ 許昌縣 将官池 曹操当地に屯兵、将官達が村西の池で水を汲む。 河南省志、地名詞典
許昌縣 許田 後漢の許'11躬耕の地。村西に射鹿台あり。漢献帝が
曹操とともに狩をした所。北魏の許昌縣治。
河南省志、地名詞典
４ 許昌縣 張播 村西に漢献帝の二妃、張・播妃の家あり。村北に高
ざ二丈、周囲三十丈の土台あＩ)、漢献帝陵という。
河南省志、地名訓典
５ 許昌縣 古城 春秋の許国都城。後漢の許都遺吐。村雨の硫秀台は
漢献帝祭祀の壇。
地名詞典、文物地図
６ 許昌縣 屯型 俗に南屯里という。曹操屯田の地。 地名詞典
７ 許昌縣 営王 曹操屯軍の兵営。 許昌城阯考
８ 斎|l陵縣 望田 曹操許下屯田の際、当地に望、台を築く。 iijJ南省志、地名詞典
９ 都陵縣 観台 曹操許下屯田の際、士兵の演武観覧のため当地に観
兵台を築く。村北崗の煉鉄遺趾は曹操の兵器鋳造所。
地名詞典、郡陵縣志
1０ 鄙陵縣 馬欄 曹操屯兵養馬の地。 河南省志、地名詞典
１１ 都陵縣 議台 村西に議事台あり。曹操許下屯田の際、群僚が議事
を行うために築いた台。
地名詞典、文物地図
１２ 郡陵縣 郭営 曹操の兵営。 地名詞典、鄙陵縣志
１３ 都陵縣 前営 曹操の兵営。 地名訶典、郁陵縣志
1４ 都陵縣 後営 曹操の兵営。 地名訶典、都陵縣志
１５ 郡陵縣 ＩＬＯ岡 口 曹操の歩哨（見張り台)。 地名詞典、都陵縣志
1６ 長葛縣 老城鎮 秦漢より東魏の武定年間までの長社縣治。 河南省志、地名詞典
１７ 長葛縣 王沙沃 曹操屯田の際、掘削した井戸群あり。 地名詞典、文物地図
1 臨頴縣 繁城
回族鎮
漢頴陰縣繁陽亭の地。曹ZIi当地で受禅し、繁昌と改
名 ○
河南省志、地名詞典
1９ 臨頴縣 城頂 階以前の臨顧縣治。 地名詞典、文物地図
2０ 臨穎縣 固廟 陰以前の頴陰縣城の東関。 地名詞典
2１ 臨頴縣 窩城 村北に三国期の張遼城あり。 地名詞典、文物地図
2２ 臨頴縣 西陳留 漢献帝禅譲後、許昌城よりの送行者に“臣留歩”と
述べた地。
地名詞典
2３ 臨頴縣 黄連城 三国魏当地に上城を築く。 地名詞典
2４ 臨頴縣 皇帝廟 劉備・関羽・張飛駐営休息の地。 地名詞典
2５ 襄城縣 漕廠 曹操の牧場。 地名訓典
2６ 嚢城縣 城上 村西に曹操の練兵台あり、論城という。漢代の石激．
古窯100余箇所、古井戸100余基あり。
地名詞典、文物地図
2７ 禺州市 古城 春秋期の雍城。後漢未司馬謎屯兵の地。 地名詞典、文物地図
2８ 西華縣 七里倉 魏将都立屯田儲根の地。 地名訶典
2９ 尉氏縣 南曹 曹操屯兵の地。 地名詞典
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上掲の区域について若干補足しておくと、鄙陵縣中央部に展開する小型墓群区域には、屯営に関連した謂れをもつ議台
遺趾（写真９．Ｍ）と屯田に関連した謂れをもつ観台遣趾（写真、）とがあり、まさに屯営区域及び屯田区域と重なる。
また屯田区域と屯営区域も全域ではないが交錯する空間が存在する。一方、連兵区域は、許昌市南郊の屯田区域に内接し
ている状態である。郊区については送迎の場や物資の集散地としてとらえることもできる。狩猟・禁苑区域については、
射鹿台の伝承はもとより、民国『許昌縣志」では多数の肢が確認されることから、地勢的にみて元来低湿地であった可能
性があり、耕地というよりも狩猟・漁携地などとして活用されていたと推測される。問題は張播故城の南側と東北の空間
で
あ
る
。
南
側
に
は
沃
城
遺
阯
や
西
陳
留
が
、
東
北
に
は
若
干
の
墓
葬
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
生
産
・
居
住
に
関
す
る
要
素
が
ほ
と
ん
ど
認
められない。今後に課題を残す区域である。
以上、ここに挙げたＩ～Ⅶの区域は張播故城を中心とした半径二五ｍ圏内で検出される。このことから、半径二五肋と
いう地域空間を許昌の都市空間の目安として理解することができる。そしてその都市空間では、城郭（内・外城）や墓葬
区、あるいは郊区といったいずれの都市においても確認される要素のほかに、屯田・屯営といった特異な要素が浮かび上
がってきた。周知のごとく許昌における屯田制の実施と兵戸制の展開とは、曹操政権の特徴として認識されている問題で
ある。その問題に関する痕跡がここで検出された地域空間、すなわち許昌の都市空間の中で確認される点は極めて重要で
あ
る
。
よ
っ
て
以
下
、
屯
田
・
屯
営
と
い
う
要
素
に
関
し
て
、
文
献
史
料
を
用
い
て
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
行
い
、
以
て
許
昌
の
都
市
空
間
の
様
相
を
よ
り
一
層
明
確
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
Ｖ、墓葬区・…：〔大型墓群〕許昌縣張播郷一帯（許昌故城西部及び北部）、臨頴縣繁城鎮北部、許昌縣北部。
〔小型墓群〕鄙陵縣中部。
Ⅵ、連兵区・…：許昌市及びその東南（将官池一帯）。
Ⅶ、郊区……〔郊壇・物資集散〕臨頴縣繁城鎮、許昌縣許田村（浦倉）、西華縣七里倉村。
〔送迎地〕臨頴縣西陳留村。
法
政
史
学
第
六
十
二
号
一一一ハ
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曹
公
、
典
農
中
郎
将
を
置
く
、
秩
二
千
石
な
り
。
典
農
都
尉
は
秩
六
百
石
、
或
は
四
百
石
な
り
。
典
農
校
尉
は
秩
二
千
石
に
比
し
、
主
る
と
こ
ろ
中
郎
の
如
し
。
部
分
別
ち
て
少
き
を
校
尉
丞
と
な
す
。
と、典農中郎将・典農都尉・典農校尉・典農校尉丞が挙げられている。この他、典農部民の細身で諸々の屯田官を歴任し
た都交に触れた「一一一同志」魏書巻二八部交伝及び注引の『仙語」では、典農司馬・典農功戯日・典農鋼紀・上計吏・稲川守
叢
草
吏
と
い
っ
た
典
農
部
の
属
僚
も
確
認
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、
止
掲
の
屯
川
官
の
中
に
は
棗
祗
の
就
任
し
た
屯
田
都
尉
が
記
載
さ
れ
て
は
い
な
い
。
屯
田
都
尉
に
つ
い
て
は
「
後
漢
書
」
巻
八
四
董
祀
妻
伝
、
「
三
国
志
」
魏
書
巻
一
五
梁
習
伝
・
買
逵
伝
、
何
呉
書
巻
一
三
陸
遜
伝
で
も
事
例が確認される。その一方で、「後漢書」巻一一一四梁統伝や「一一一国志」呉書巻二○華駅伝では典農都尉も確認され、「後漢書』
や
『
三
国
志
」
と
い
っ
た
同
一
文
献
の
中
で
両
者
が
混
在
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
”
屯
田
都
尉
“
と
〃
典
農
都
尉
“
と
は
同
一
視
し
建安元年（一九六）、許昌への遷都の年、許下において屯田制が施行される。その施行の経緯については、『一一一国志」魏
書巻一武帝紀建安元年条および注引「魏書』、同魏書巻一六任峻伝及び注引「魏武故事』に詳らかにされている。許下での
屯
田
は
、
主
に
辺
境
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
き
た
兵
員
に
よ
る
軍
屯
田
で
は
な
く
、
一
般
の
民
を
募
っ
た
民
屯
田
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
西
鴫
定
生
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
学
の
成
果
が
数
多
く
提
示
さ
れ
て
お
り
、
近
刊
で
は
堀
敏
一
氏
の
「
曹
操
」
の
中
で
、
よ
り
簡
潔
（旧）
に屯田制に関する諸問題が扱われている。屯田制をめぐる問題は多岐にわたるが、本章では紙幅の都〈、上、〃許下“という
屯
田
施
行
の
空
間
と
屯
川
開
設
時
の
情
況
に
つ
い
て
論
考
を
試
み
た
い
と
思
う
。
許下屯田の実施については、「三国志」魏書巻一六任峻伝に、当時羽林監であった棗祗が建満し、任峻を典農中郎将とし
て
百
姓
を
募
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
伝
注
引
の
「
魏
武
故
事
」
に
は
Ⅲ
科
を
め
ぐ
る
議
論
（
分
田
の
術
の
採
用
）
と
、
棗
祗
を
屯
田
都
尉
と
し
て
田
業
を
施
設
さ
せ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
任
峻
伝
の
本
文
中
に
は
典
農
中
郎
将
、
注
引
「
魏
武
故
事
」
には屯田都尉という二つの屯田官の名称が登場する。屯田官については、「後漢書』巻二六百官志一一一大司農の注引『魏志」
一』、漢魏の都城〃許昌〃（塩沢）
三
許
下
屯
田
の
施
行
区
域
一
一
七
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と
き
に
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
典
農
中
郎
将
と
典
農
校
尉
の
管
轄
域
と
指
示
系
統
で
あ
る
。
ま
ず
、
典
農
中
郎
将
と
典
農
都
尉
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
後
漢
書
」
百
有
志
の
表
記
の
仕
方
や
秩
高
か
ら
み
て
も
典
農
中
郎
将
Ｕ
典
農
都
尉
の
指
示
系
統
が
理
解
さ
れ
る
。
一
方
、
典
農
校
尉
は
と
い
う
に
、
百
官
志
で
は
”
主
る
と
こ
ろ
中
郎
の
如
し
“
と
み
え
、
ま
た
秩
高
も
典
農
中
郎
将
に
比
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
典
農
中
郎
将
と
別
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
指
示
系
統
は
典
農
校
尉
Ｕ
典
農
校
尉
丞
と
い
え
る
。
典
農
中
郎
将
と
典
農
校
尉
と
が
別
偶
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
必
然
的
に
需
轄
は
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
西
嶋
氏
の
検
索
で
は
、
許
昌
に
つ
い
て
頴
川
（旧）
典農中郎将と許口川典農中郎将が挙げられている。指示系統として管轄区域の主管が典農中郎将であるとするならば、許Ⅱ川
で
は
二
人
の
主
管
が
存
在
し
、
管
轄
区
域
も
完
全
に
分
割
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
水
経
注
」
巻
二
一
一
顕
水
条
に
は
、
頴
水
又
た
南
し
て
頴
郷
城
の
西
を
逵
ぐ
。
頴
陰
縣
故
城
、
東
北
に
あ
り
、
菖
許
昌
典
農
都
尉
の
治
な
り
。
後
改
め
て
縣
と
な
す
。
魏
明
帝
、
侍
中
辛
雌
を
封
じ
て
國
侯
と
な
す
な
り
。
と
許
昌
典
農
都
尉
治
の
所
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
地
形
志
」
（
「
水
経
注
疏
」
注
引
）
に
は
襄
城
郡
繁
昌
に
頴
郷
城
が
あ
り
、
許
州
の
西
南
に
あ
た
る
と
す
る
。
頴
陰
縣
城
は
現
在
の
許
昌
市
も
し
く
は
そ
の
近
郊
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
頴
陰
は
古
来
よ
り
一
貫
し
て
頴
川
の
地
で
あ
り
、
前
章
検
出
の
都
市
エ
リ
ア
で
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
地
は
明
ら
か
に
許
下
、
す
な
わ
ち
許
凸
の
都
市
空
間
に
入
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
〃
許
Ⅱ
［
“
の
名
称
を
冠
し
て
い
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
何
時
代
史
料
で
あ
る
「
一
一
一
国
志
」
に
は
、
頴
川
典
農
は
あ
っ
て
も
許
凸
典
麗
に
関
す
る
記
事
は
皆
無
で
あ
る
。
許
昌
典
農
に
関
す
る
西
嶋
氏
の
検
索
は
、
任
峻
の
典
農
中
郎
将
に
関
す
る
も
の
で
、
許
下
屯
川
と
い
う
認
識
からこれを許凸典農中郎将と記載（漢代ならば許典農中郎将）しているのであり、「三川志」では許凸典農中郎将とは明記
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
許
下
屯
田
を
管
轄
す
る
の
は
頴
川
典
農
で
あ
り
、
穎
川
典
農
の
通
称
と
し
て
許
昌
（
許
）
典
農
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
事
例
が
「
三
国
志
』
中
に
も
う
一
例
確
認
で
き
る
。
魏
郡
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
。
「
三
国
（釦）
志
」
本
伝
中
で
は
魏
郡
典
農
の
み
が
見
ら
れ
、
同
書
の
注
引
「
管
轄
別
伝
」
や
「
亟
日
書
」
中
で
は
鄭
典
農
の
み
が
確
認
さ
れ
る
。
魏
郡
と
郭
と
れる。
て
も
差
し
支
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
屯
田
都
尉
と
典
農
都
尉
を
同
一
の
も
の
と
し
て
認
識
す
る
が
、
屯
田
中
郎
将
や
屯
田
校
尉
は
『後漢書」『一一一国志」「晋書」中では検索されないことから、〃屯田“の称は通称、〃典農“の称が正式名称であると考えら
法
政
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は
地
域
エ
リ
ア
の
内
包
関
係
に
あ
り
、
頴
川
と
許
昌
の
内
包
関
係
と
同
様
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
郷
下
に
お
け
る
郷
典
農
と
魏
郡
典
農
と
は
実
体
と
し
て
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
認
識
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
銭
儀
吉
の
「
一
一
一
国
会
要
』
巻
一
一
六
食
貨
一
に
愈
正
蔓
の
言
と
し
て
、
魏
の
典
農
に
長
安
・
河
内
・
原
武
・
頴
川
・
弘
農
・
河
東
・
魏
郡
・
薪
春
・
洛
陽
・
碓
陽
・
宜
陽
・
義
陽
・
列
人
・
廣
陵
を
列
（Ⅲ）
拳しているが、ここには、許日日の名も郭の名も見られない⑪上述の内容と認識を一にするものと考えてよかろう。
と
こ
ろ
で
、
前
章
検
出
の
空
間
を
見
る
と
、
屯
田
が
施
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
区
域
が
、
張
播
故
城
を
中
心
と
し
て
そ
の
東
西
で
確
認
さ
れ
る
。
東
部
は
郡
陵
縣
中
南
部
の
望
川
を
中
心
と
す
る
区
域
（
１
反
）
で
あ
り
、
西
部
は
現
許
昌
市
の
南
部
よ
り
長
葛
縣
の
東
南
部
に
か
け
て
の区域（Ⅱ区）である。許日日の田域については、「一一一国志』魏害巻二八都文伝に、
陳・察の問、士下り田良し。許昌左右諸ろの稲田を省き、水を井せて東に下し、准北にてこ萬人を屯し、惟南にて一一一
萬
人
を
（
屯
せ
）
し
む
れ
ば
、
十
の
二
を
分
ち
て
休
ま
せ
ど
も
、
常
に
四
萬
人
あ
り
。
且
つ
田
し
、
且
つ
守
ら
し
む
く
し
・
水
豊
か
な
れ
ば
常
に
西
に
三
倍
す
る
を
収
め
ん
。
衆
費
を
計
除
し
て
、
歳
に
五
百
萬
斜
を
完
し
、
以
て
軍
資
と
な
さ
ん
。
と
み
え
る
が
、
こ
の
内
容
は
呉
進
攻
を
前
に
許
昌
か
ら
准
南
・
准
北
へ
の
屯
田
民
の
遷
徒
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
許
昌
の
左
右
に
展
開
さ
れ
た
諸
稲
田
に
つ
い
て
、
単
に
こ
れ
を
許
昌
周
辺
の
稲
田
と
解
釈
す
る
よ
り
も
、
文
字
通
り
許
昌
の
左
右
、
す
な
わ
ち
許
昌
の
東
西
に
営
ま
れ
た
稲
田
と
解
釈
す
る
と
、
許
昌
の
東
西
に
展
開
す
る
区
域
と
関
連
づ
け
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
発
展
的
に
考
え
て
み
る
と
、
拡
大
す
る
魏
郡
で
は
典
農
（
屯
田
）
都
尉
を
二
名
に
す
る
要
求
が
な
さ
れ
て
い
る
（
「
一
一
一
国
志
』
巻
一
五
梁
習
伝
）
こ
と
か
ら
、
各
地
に
置
か
れ
た
典
農
都
尉
は
原
則
的
に
定
員
一
名
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
然
そ
の
上
に
位
置
す
る
典
農
中
郎
将
も
定
員
一
名
で
あ
る
と
い
え
る
。
管
轄
は
一
つ
の
指
示
系
統
の
下
に
置
か
れ
中
郎
将
と
都
尉
と
は
上
下
関
係
に
あ
る
が
、
直
接
の
管
理
区
域
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
許
昌
の
東
西
に
展
開
す
る
区
域
を
中
郎
将
と
都
尉
の
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
に
充
て
て
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
頴
陰
地
区
は
『
水
経
注
」
巻
一
三
願
水
条
よ
り
頴
川
典
農
都
尉
治
の
所
在
区
域
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
墓
葬
や
地
名
の
集
中
す
る
望
田
地
区
は
頴
川
典
農
中
郎
将
の
管
理
（
直
轄
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
み
る
と
、
許
下
と
い
う
一
つ
の
都
市
空
間
（
｜
管
轄
区
域
）
の
内
に
東
西
二
つ
の
屯
田
管
理
区
域
（
東
部
は
頴
川
典
農
中
郎
将
、
西
部
は
頴
川
典
農
都
尉
の
管
理
）
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
漢
魏
の
都
城
〃
許
昌
〃
（
塩
沢
）
-
..........■、
九
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次
に
許
昌
の
屯
田
区
域
に
お
け
る
戸
口
数
と
区
域
面
積
に
つ
い
て
考
え
る
。
部
文
に
よ
る
屯
田
民
遷
徒
の
提
言
は
司
馬
誌
の
是
と
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
実
行
に
移
さ
れ
た
。
遷
徒
の
際
、
許
昌
よ
り
ど
れ
だ
け
の
戸
口
が
徒
さ
れ
、
新
た
な
戸
口
を
加
え
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
口
数
として五万という数字が示されており、提言の内容は遷徒であるから、その数字のほとんどが許昌から徒される口数であっ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
鄭
欣
氏
は
「
魏
晋
南
北
朝
史
探
索
」
の
中
で
、
『
三
国
志
」
魏
書
巻
一
武
帝
紀
建
安
元
年
条
に
み
る
〃
百
萬
糾
“
と
い
う
数
字
が
初
年
度
の
佃
科
で
あ
る
と
し
て
、
許
下
屯
田
開
設
時
の
戸
口
数
と
面
積
を
算
出
し
て
い
る
。
そ
の
算
出
方
法
は
、
佃
科
に
お
い
て
す
べ
て
を
官
府
の
耕
牛
使
用
で
算
出
し
た
場
合
（
六
公
四
民
）
に
屯
田
総
生
産
は
一
六
六
万
解
、
す
べ
て
を
民
牛
使
用
で
算
出
し
た
場
合（五公五民）には二○○万解となることから、その中間値を採って屯田総生産を約一八○万解とする。また、「後漢書」
巻
四
九
仲
長
統
伝
に
見
る
〃
畝
ご
と
に
三
剛
を
収
め
し
む
〃
に
つ
い
て
、
仲
長
統
が
建
安
年
間
の
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
時
代
史
料
と
し
て
こ
の数値を採用し、総生産量の一八○万解を一畝あたり一一一剛であるから、一一一解で割って六○万畝、現数値でいうと二七五・一
八八二Ｍ（後漢値一畝Ⅱ四・五八六四七ａ）もしくは三○一・五九一八Ｍ（魏値一畝Ⅱ五・○一一六五一一一ａ）を導く。さらに宵
の
占
田
令
を
援
用
し
て
一
戸
一
丁
男
（
五
○
畝
）
一
丁
女
（
二
○
畝
）
七
○
畝
と
し
て
六
○
万
畝
を
七
○
畝
で
割
る
と
八
五
七
一
戸
と
い
う
数
（”｝）
値が得られることから、戸数を八○○○余戸と推定している。仮に八五○○戸とすると、一七○○○人という口数になる。
以後の口数の増加については推測の域を出ないが、建安の末年に許下屯田は拡張されている（『一一一国志』魏書巻一三王朗伝）
ことから、鄙文伝に見る数値（当初の約三倍）に近似した口数まで増加したと考えることは、あながち的外れの見方とは
な
お
こ
こ
で
、
許
下
に
お
け
る
屯
田
区
域
を
考
え
る
た
め
の
補
足
資
料
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
倉
庫
の
存
在
で
あ
る
。
許
下
屯
田
の
収
穫
物
の
多
く
は
本
来
軍
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
集
積
・
搬
出
の
た
め
の
倉
庫
の
所
在
は
、
屯
田
空
間
の
理
解
に
不
可
欠
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
、
許
下
に
お
匹
上記の数値において、仮に面積値の一二○○Ｍを採用するならば、一五○ｍの区域が二つ画けることになる。さらに前の
ごとく建安末年段階での戸口数の増加数を三倍と仮定すると各々四五○Ｍ、半径一一一ｍのエリアとなる。これを前章で検
索
し
た
許
昌
の
都
市
空
間
の
中
に
組
み
込
む
と
、
張
播
故
城
の
東
西
に
展
開
す
る
屯
田
エ
リ
ア
そ
の
も
の
に
充
当
さ
せ
て
そ
の
区
域
を
画
き
川
ことから、鄙文伝』
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
政
史
学
第
六
十
二
号
＝
一
○
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「
三
国
志
』
魏
書
巻
一
○
荷
或
伝
で
は
、
興
平
二
年
（
一
九
五
）
夏
、
呂
布
の
将
李
封
と
蔀
蘭
を
曹
操
が
撃
退
し
た
記
事
に
続
け
て
、
麦
を
収
穫
し
穀
物
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
呂
布
を
討
滅
し
て
党
州
を
ま
ず
平
定
す
べ
き
こ
と
が
筍
或
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
。
事
態
は
荷
或
の
進
一
一
一
一
口
の
ご
と
く
進
み
、
曹
操
は
興
平
二
年
の
末
に
党
州
を
平
定
し
、
そ
の
後
西
南
方
面
に
進
攻
し
て
陳
留
国
に
入
る
。
そ
し
て
更
に
進
ん
で
翌
建
安
元
年
（
一
九
六
）
の
二
月
に
は
、
頴
川
・
汝
南
の
黄
巾
集
団
を
撃
破
し
、
そ
の
資
材
・
人
民
を
入
れ
、
許
Ｒ
Ｈ
に
本
拠
を
置
く
。
こ
こ
に
至
っ
て
献
帝
奉
戴
の
問
題
が
持
ち
上
が
る
。
そ
の
奉
戴
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
の
論
拠
と
し
て
、
資
力
の
充
実
が
説
か
れ
る
。
当
時
献
帝
を
奉
戴
し
て
い
た
楊
奉
と
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
「
’
一
一
国
志
」
魏
書
巻
一
四
董
昭
伝
に
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
党
州
よ
り
許
昌
に
本
拠
を
定
め
る
ま
で
の
前
年
か
ら
の
経
緯
を
み
る
と
、
そ
の
資
力
の
充
実
を
説
く
根
拠
は
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
興
平
二
年
の
初
秋
に
麦
を
収
穫
し
軍
糧
を
整
え
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
黄
巾
の
資
業
（
資
産
・
人
民
）
を
吸
収
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
建
安
元
年
中
に
は
よ
り
一
層
の
資
力
の
充
実
が
図
ら
れ
、
許
下
に
民
屯
田
が
布
か
れ
る
。
こ
の
屯
田
開
設
の
時
期
、
す
な
わ
ち
種
植
の
時
期
に
つ
い
て
、
鄭
欣
氏
は
『
斉
民
要
術
』
巻
一
種
谷
篇
を
論
拠
と
し
、
早
谷
は
二
・
一
二
月
種
植
、
晩
谷
は
四
・
五
月
種
植
で
、
早
谷
は
晩
谷
に
倍
す
る
収
穫
量
が
期
待
で
き
る
か
要
素
で
あ
る
。
倉
庫
遣
趾
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
章
の
地
名
検
索
の
中
で
二
箇
所
の
倉
庫
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
。
一
つ
は
清
水
に
設
け
ら
れ
た
浦
倉
（
泣
倉
）
、
も
う
一
つ
は
頴
水
と
漫
水
の
合
流
点
に
設
け
ら
れ
た
七
里
倉
で
あ
る
。
前
者
は
長
社
（
現
長
葛
）
・
許昌・鄭陵一一一縣の接点に位置し、後者は許昌・臨頴・鄙陵一一一縣の接点に位置する。七里倉については地名検索より導かれ
（”）
るにすぎないが、消倉については「水経注」「’二国志」『晋書」「魏書』でもその存在が確認される。この一一倉の立地を考え
て
み
る
と
、
浦
倉
は
許
昌
の
都
市
空
間
の
東
北
端
（
浦
水
域
）
に
、
七
里
倉
は
南
東
端
（
頴
水
・
漢
水
域
）
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
の
二
倉
は
許
昌
の
都
市
空
間
の
南
と
北
を
東
西
に
横
切
る
水
系
を
利
用
し
、
東
西
両
面
の
屯
田
区
域
か
ら
の
集
散
の
利
便
性
を
踏
ま
え
た
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
河
川
流
路
の
変
移
と
肢
の
廃
置
が
著
し
い
こ
の
地
域
の
自
然
環
境
を
考
え
る
と
、
二
倉
以
外
に
も
倉
庫
の
存
在
は
推
測
さ
れ
る
が
、
現
在
確
認
さ
れ
る
こ
の
二
倉
の
所
在
を
し
て
屯
田
区
域
の
空
間
的
様
相
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
が
許
下
屯
田
の
管
理
・
施
行
区
域
に
関
し
て
の
考
察
で
あ
る
。
次
に
屯
田
開
設
時
の
情
況
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
当
該
区
域
に
お
い
て
何
時
屯
田
が
施
行
さ
れ
、
そ
こ
に
如
何
な
る
人
々
が
屯
田
耕
作
者
と
し
て
動
員
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
漢魏の都城〃許昌“（塩沢）
一
一
.........■■、
￣
Hosei University Repository
法
政
史
学
第
六
十
二
号
一一一一一
（型）
ら、一一・一二月に種植し、屯田が開始されたとみる。ここで注意しなければならない点は、棗祗の建議は主に佃科をめぐる
も
の
で
あ
っ
て
、
屯
田
そ
の
も
の
は
既
に
開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
「
三
国
志
」
魏
書
巻
一
六
任
峻
伝
注
引
『
魏
武
故
事
」
に
は
、
黄●巾を破りて許を定むるに及び、賊の資業を得る。屯田を興立するに常りて、時に議する者、皆な言ふ、常に牛を計
りて穀を輪し、佃科以て定むくしと。施行後、祗白す、以爲らく、牛を獄いて穀を輪さば、大収なれど穀増さず、水
旱
の
災
除
あ
ら
ば
、
大
い
に
不
便
な
ら
ん
と
。
（
以
下
分
田
術
の
議
論
は
略
す
）
と、〃施行後“において棗祗の佃科改正が建議され、棗祗の説く分田の術が採用される。したがって、屯田自体は棗祗の建
議を待たずして既に実施されているのである。屯田の施行にあたって黄巾の資業が活用されたことは言を待たないが、黄
巾
の
資
業
の
吸
収
が
二
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
種
植
の
時
期
や
動
員
態
勢
さ
ら
に
は
収
穫
量
な
ど
の
条
件
を
考
え
る
と
、
そ
の
実
施
の
時
期
は
二月末より一一一月にかけてと考えるのが妥当であろう。ここでは本拠地移転直後に種植を行うという曹操の機敏さが看取で
以上、許下屯田開始の時期について言及した。その屯田開設にあたっては、あくまでも民を召募しているわけであるか
ら、’一月に吸収された黄巾余衆の一部は兵戸にも充当されてはいるものの、その大半は即座に動員可能な屯田耕作者（屯
田
客
）
と
し
て
充
当
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
問
題
は
そ
の
黄
巾
余
衆
を
含
む
屯
田
客
の
出
自
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
許
下
屯
田
を
そ
の
施
行
空
間
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
と
き
、
近
辺
の
召
募
に
応
じ
た
一
般
民
衆
は
言
う
に
及
ば
ず
、
ざ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
黄
巾
余
衆
の
出
自
に
注
目してみたい。何故ならば、二月に吸収された黄巾余衆は元来汝南および頴川の民であり、在所の地域（生活・労働）空
間の中に許下という都市空間は包含されているからである。すなわち、許下において耕作することは、彼らにとって地元
での耕作を意味することになる。許下屯田の施行が生産・労働効率までをも念頭に置いていたとは必ずしも言い切れない
が
、
結
果
と
し
て
、
地
勢
を
熟
知
し
た
民
衆
を
動
員
し
た
の
が
許
下
屯
田
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
本
拠
地
移
転
直
後
の
種
植
も
可
能
で
あ
っ
た
と
いうことができよう。曹操の英知と機敏さだけではなく、民衆の側にも許下屯田を成功させる要因があったと考えられる
きる。
のである。
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郡
陵
縣
に
〃
営
“
を
冠
す
る
村
落
名
が
集
中
し
て
い
る
情
況
は
、
筆
者
が
現
地
踏
査
を
行
っ
た
際
に
気
づ
い
た
点
で
あ
る
。
「
後
漢
書
」
『
三
国
志
」
「
晋
書
」
を
検
索
し
て
み
る
と
、
〃
営
〃
と
は
主
に
屯
営
で
あ
り
、
常
置
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
軍
事
的
な
施
設
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
屯
営
は
他
の
時
間
軸
上
に
も
存
在
す
る
の
で
検
索
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
図
六
を
み
る
と
、
郡
陵
縣
中
部
、
特
に
議
台
村
一
帯
を
一
つ
の
纏
ま
り
と
し
て
、
そ
こ
よ
り
南
側
の
望
田
地
区
に
か
け
て
、
〃
営
〃
を
冠
す
る
村
落
が
散
在
し
て
い
る
。
議
台
村
周
辺
の
情
況
は
、
議
台
と
い
う
遺
蹟
（
現
在
は
議
台
小
学
校
の
土
台
、
写
真
９
．
⑪
）
を
西
・
南
よ
り
囲
む
よ
う
に
前
営
・
後
営
・
郭営・崗口という村落が隣接して一つの聚落群を形成している（写真Ⅲ）。議台村の南辺には議台墓群が、また聚落群の西
側
に
は
大
馬
墓
群
が
展
開
し
、
清
流
河
の
支
流
が
聚
落
群
の
中
央
と
東
側
を
南
北
に
流
れ
て
い
る
□
こ
の
区
域
（
屯
営
区
域
）
は
許
昌
城
の
東
部
に
位
置
し
、
そ
の
南
辺
は
前
章
で
言
及
し
た
望
田
の
屯
田
区
域
の
北
辺
と
交
錯
し
て
い
る
。
な
お
、
現
許
昌
市
周
辺
で
も
〃
営
〃
を
冠
す
る
地
名
が
散
見
さ
れ
る
が
、
許
昌
市
内
の
高
橋
営
や
市
東
南
の
将
官
池
は
練
兵
に
纏
わ
る
要
素
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
筆
者
は
許
昌
市
周
辺
の
デ
ー
タ
を
鄙
陵
縣
の
も
の
と
分
け
、
練
兵
区
域
と
し
た
。
こ
の
練
兵
区
域
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
す
。
で
は
、
許
昌
城
の
東
側
に
見
ら
れ
る
屯
営
区
域
は
、
都
市
空
間
と
い
う
視
点
で
と
ら
え
た
と
き
、
都
市
許
昌
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
要
素
と
な
り
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
本
章
で
は
許
昌
の
都
市
空
間
に
お
け
る
屯
営
区
域
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
まず、「’一一国志」魏書巻一武帝紀建安二十三年（二一八）条に注目すべき記事がある。
二
十
三
年
春
正
月
、
漢
の
太
警
令
吉
本
、
少
府
の
取
紀
・
司
直
の
章
晃
等
と
反
し
、
許
を
攻
め
、
丞
相
の
長
史
王
必
の
営
を
焼
く
。
必
、
頴
川
典
農
中
郎
將
の
嚴
匡
と
と
も
に
討
ち
て
之
を
斬
る
。
こ
の
記
事
の
注
引
「
三
輔
決
録
注
』
に
は
、
時
に
関
羽
彊
盛
な
り
。
而
し
て
王
鄭
に
あ
ら
ば
、
必
を
留
め
て
兵
を
典
し
、
許
中
の
事
を
督
せ
し
む
。
と
当
時
の
許
昌
を
取
り
巻
く
情
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
の
後
に
は
反
乱
の
詳
細
な
経
緯
が
述
べ
ら
れ
、
ま
た
同
条
注
引
『
山
陽
公
戴
記
』
に
は
事
態
収
拾
の
経
緯
が
示
さ
れ
て
い
る
。
漢魏の都城”許昌〃（塩沢）
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こ
の
事
件
は
、
漢
の
臣
僚
に
よ
っ
て
許
昌
で
起
こ
さ
れ
た
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
る
。
そ
の
攻
撃
の
矛
先
は
、
当
時
丞
相
府
の
長
史
と
し
て
許
昌
の
管
理
一
切
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
王
必
の
屯
営
に
向
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
王
必
は
負
傷
し
な
が
ら
も
営
外
に
脱
出
し
、
一
旦
南
城
に
逃
避
す
る
。
（あ）
南
城
に
つ
い
て
は
、
そ
の
築
造
年
代
か
ら
し
て
張
播
故
城
の
す
ぐ
南
側
に
現
存
す
る
沃
城
城
趾
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
注
目
す
べ
き
は
こ
の
時
の
制
圧
軍
の
動
き
で
あ
り
、
王
必
と
協
力
し
て
反
乱
軍
の
一
掃
を
行
っ
た
の
は
頴
川
典
農
中
郎
将
厳
匡
と
そ
の
兵
団
で
あ
る
。
王
必
の
〈妬）
屯
営
が
許
日
日
城
の
何
処
に
あ
っ
た
か
は
上
掲
の
史
料
の
み
で
は
明
確
に
し
難
い
が
、
王
必
が
南
城
へ
奔
走
し
た
後
、
典
農
部
と
協
力
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
即
座
に
鎮
圧
し
て
い
る
こ
と
を
み
る
と
、
頴
川
典
農
中
郎
将
の
官
署
は
城
外
に
あ
り
、
典
農
治
の
兵
団
が
有
事
に
お
い
て
即
座
に
対
応
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
許
昌
典
農
治
の
動
き
が
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
前
章
で
触
れ
た
許
昌
典
農
治
と
穎
川
典
農
治
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
鄭
欣
氏
は
典
農
治
の
領
兵
に
つ
い
て
、
屯
田
（〃）
民
か
ら
の
徴
用
で
は
な
く
傭
兵
か
ら
な
る
常
備
丘
〈
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
以上のように、建安二十一一一年の許昌における対立の構図は、明らかに漢の臣僚対魏の属僚というものであった。「一一一国志」
魏
書
巻
一
武
帝
紀
注
引
「
世
語
』
に
は
、
薑
制
、
’
二
公
の
兵
を
領
し
て
入
見
す
る
に
、
皆
戟
叉
を
頸
に
交
し
て
前
む
。
初
め
、
公
將
に
張
繍
を
討
た
ん
と
し
て
、
入
り
て
天
子
に
親
ゆ
る
に
、
時
に
始
め
て
此
の
制
を
復
す
。
公
此
れ
よ
り
復
た
朝
見
せ
ず
。
と
あ
り
、
こ
れ
は
曹
操
が
張
繍
討
伐
に
出
征
す
る
際
、
一
二
公
が
領
兵
し
て
謁
見
す
る
時
の
近
衛
兵
に
よ
る
〃
交
戟
叉
頸
〃
と
い
う
旧
制
が
復
活
さ
れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
制
度
を
施
行
す
る
側
は
漢
の
朝
廷
で
あ
る
。
こ
の
復
制
は
臣
た
る
曹
操
へ
の
威
圧
牽
制
で
あ
り
、
朝
廷
内
は
曹
操
と
い
え
ど
も
身
辺
の
危
険
性
を
予
感
さ
せ
る
空
間
で
あ
っ
た
。
曹
操
に
と
っ
て
は
献
帝
の
届
す
る
空
間
へ
は
参
内
で
あ
り
、
外
か
ら
そ
の
空
間
に
入
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
特
に
狭
小
な
許
昌
内
城
（
宮
殿
区
）
は
、
漢
の
臣
僚
の
多
く
が
居
住
す
る
危
険
な
空
間
で
あ
っ
た
。
上
掲
の
記
事
の
中
で
、
以
後
曹
操
が
参
内
し
て
い
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
漢
の
臣
僚
と
魏
の
属
僚
と
の
対
立
す
る
空
間
が
許
昌
と
い
う
一
都
城
の
内
に
存
在
し
、
か
つ
漢
の
臣
僚
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
空
間
は
曹
操
に
と
っ
て
も
異
質
か
つ
危
険
な
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
問
題
は
こ
こ
か
ら
先
で
あ
る
。
曹
操
は
許
昌
を
基
点
に
出
征
・
帰
還
を
繰
り
返
す
が
、
許
昌
城
が
上
述
の
ご
と
く
排
他
的
な
二
空
間
で
形
成
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
曹
操
の
本
拠
と
す
る
居
住
域
は
、
許
昌
城
と
の
位
置
関
係
に
お
い
て
何
処
に
存
在
し
た
法
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史
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と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
許
昌
に
お
け
る
曹
操
の
居
所
と
し
て
〃
営
〃
の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
『
後
漢
書
」
「
三
国
志
』
『
晋
書
」
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
洛
陽
に
あ
っ
て
は
一
二
公
以
下
官
僚
の
住
居
と
し
て
”
第
“
〃
宅
“
〃
邸
〃
の
存
在
が
数
多
確
認
さ
れ
る
の
に
対
し
、
許
昌
で
は
〃
第
“
〃
宅
“
〃
邸
“
が
全
く
検
索
さ
れ
な
い
。
許
昌
に
〃
第
〃
〃
宅
“
〃
邸
“
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
が
、
先
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
矛
先
に
な
っ
た
の
が
王
必
の
屯
営
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
許
昌
で
は
曹
操
の
居
所
か
ら
し
て
屯
営
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
屯
営
の
存
在
と
い
う
も
の
が
許
昌
の
都
市
空
間
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
要
素
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
図
六
に
み
る
〃
営
“
を
冠
す
る
地
名
の
分
布
と
そ
の
多
さ
と
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
曹
操
の
屯
営
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
上
掲
揚
彪
伝
の
内
容
の
な
か
で
宮
城
へ
の
出
入
り
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
宮
城
（
内
城
）
内
に
は
存
在
し
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
張
播
故
城
の
外
城
内
西
南
部
に
は
誉
玉
村
と
い
う
曹
操
の
屯
営
に
関
連
す
る
伝
承
を
も
つ
村
落
が
あ
り
、
ま
た
前
述
の
ご
と
く
郡
陵
縣
の
議
台
周
辺
に
も
曹
操
の
屯
営
に
関
連
す
る
伝
承
を
も
つ
村
落
が
集
中
し
て
い
る
。
い
ず
れ
を
曹
操
の
本
営
と
考
え
る
か
は
今
後
の
課
題
と
い
え
る
が
、
営
王
村
は
外
城
内
、
議
台
村
は
城
外
東
部
に
あ
る
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
曹
操
の
屯
営
は
許
昌
城
内
（
外
城
内
）
と
城
外
と
の
二
箇
所
に
存
在
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
献
帝
を
擁
護
す
る
漢
の
臣
僚
が
多
く
居
住
す
る
で
あ
ろ
う
許
昌
城
内
は
、
曹
操
側
か
ら
み
れ
ば
漢
王
朝
と
直
接
接
触
す
る
空
間
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
鄙
陵
縣
議
台
村
に
集
中
す
る
屯
営
は
政
治
的
な
色
彩
の
濃
い
城
内
と
は
距
離
的
に
も
若
干
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
曹
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
『
後
漢
書
」
巻
九
献
帝
紀
に
は
、
遷
都
に
触
れ
て
、
（
建
安
元
年
八
月
）
庚
申
、
都
を
許
に
遷
す
。
己
巳
、
曹
操
の
営
に
幸
す
。
と
み
え
、
ま
た
『
後
漢
書
』
巻
五
四
楊
彪
伝
に
も
、
建
安
元
年
、
従
ひ
て
東
し
て
許
に
都
す
。
時
に
天
子
新
に
遷
り
て
、
大
い
に
公
卿
に
會
す
。
党
州
刺
史
曹
操
、
殿
に
上
り
て
、
彪
が
色
の
悦
ば
ざ
る
を
見
、
此
に
於
い
て
之
を
圖
る
を
恐
れ
、
未
だ
謙
設
を
得
ざ
る
も
、
疾
に
託
し
て
廟
に
如
き
、
因
り
て
出
で
て
菅
に
還
る
。
と
、
さ
ら
に
ま
た
『
三
国
志
」
魏
害
巻
一
○
筍
或
伝
注
引
の
張
衡
『
文
士
傳
』
に
は
、
日晏れるに至りて、衡布の単衣、（疏巾〔練布〕の）履を箸け、太祖の営の門外に坐し、杖を以て地を極ち、數ば太祖
漢
魏
の
都
城
〃
許
昌
“
（
塩
沢
）
を罵る。
五
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な
お
、
も
う
一
つ
検
討
す
べ
き
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
平
叔
の
「
景
福
殿
賦
』
（
「
文
選
』
所
収
）
に
み
る
以
下
の
内
容
で
あ
る
。
屯坊、署を列すること一一一十有二。星のごとく居り、宿のごとく陳なり、綺のごとく鍔わり、鱗のごとく比ぶ。辛壬癸
甲
、
之
れ
が
名
秩
を
な
す
。
房
室
齊
均
に
し
て
、
堂
庭
一
の
如
し
。
此
を
出
で
て
彼
に
入
り
、
反
ら
ん
と
欲
し
て
術
を
忘
ろ
。
こ
こ
で
は
、
屯
坊
が
列
置
さ
れ
る
こ
と
｜
二
十
二
、
そ
れ
が
星
座
の
ご
と
く
、
あ
や
絹
や
鱗
の
よ
う
に
隙
間
な
く
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
辛
・
壬
・
葵
・
甲
と
い
っ
た
十
千
を
冠
し
た
名
次
が
付
け
ら
れ
、
房
室
は
斉
均
で
あ
り
、
堂
庭
な
ど
も
均
一
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
屯
坊
の
配
置
状
況
は
道
に
迷
う
ほ
ど
で
あ
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
所
在
地
が
城
外
で
あ
る
こ
と
は
、
同
賦
の
中
で
こ
の
段
の
前
後
が
城
外
の
情
景
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
問
題
は
こ
こ
に
見
る
〃
屯
坊
〃
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
屯
田
客
の
房
舎
と
み
る
か
、
屯
営
も
し
く
は
兵
戸
の
屯
舎
と
み
る
か
で
あ
る
。
前
者
は
許
下
屯
田
に
お
け
る
農
民
集
団
、
後
者
は
後
漢
の
徴
兵
制
崩
壊
に
伴
う
魏
の
私
的
傭
兵
集
団
で
あ
り
、
屯
舎
の
性
格
が
全
く
異
な
る
。
こ
こ
で
屯
田
区
域
、
屯
営
区
域
の
展
開
情
況
か
ら
考
え
るに、結論的には後者であることが導かれる。何故ならば、『景福殿賦」の記事からは屯坊の偏在した情況は読み取れず、
む
し
ろ
一
つ
の
区
域
に
集
中
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
許
下
屯
田
は
民
屯
田
で
あ
り
、
そ
の
屯
田
客
は
屯
里
と
い
う
聚
落
を
形
成
していたことが地名考証によって理解されたが、その聚落の展開は頴陰（許昌市）、長社（長葛縣東南部）、望田（都陵縣
南
部
）
と
許
昌
の
都
市
空
間
の
辺
縁
部
に
分
散
し
て
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
屯
営
は
主
に
議
台
村
一
帯
に
集
中
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
掲
史
料
に
み
る
屯
坊
の
集
中
状
況
と
議
台
村
に
み
る
屯
営
の
集
中
状
況
と
は
重
ね
合
わ
せ
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
よ
っ
て
、
筆
者
は
こ
こ
に
み
る
屯
坊
を
曹
操
兵
団
の
屯
営
と
理
解
す
る
。
ま
た
、
同
一
形
式
の
建
物
が
列
置
さ
れ
る
情
況
に
つ
い
て
は
、
曹
魏
の
も
と
に
吸
収
ざ
れ
成
立
し
て
い
っ
た
兵
戸
（
傭
兵
集
団
と
そ
の
家
族
）
に
対
す
る
厚
生
施
設
が
完
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
連
想
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
○
以
上
、
許
昌
に
は
魏
の
属
僚
（
お
よ
び
そ
の
家
族
）
ば
か
り
で
な
く
漢
の
臣
僚
（
お
よ
び
そ
の
家
族
）
も
居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
許
昌
操傘下の勢力が出征・帰還する独自の居住・駐屯空間であったといえよう。
曹
丞
は
受
禅
に
あ
た
り
、
受
禅
台
を
西
南
郊
（
築
城
）
に
築
き
、
許
昌
に
あ
る
献
帝
と
使
者
の
往
来
を
繰
り
返
し
な
が
ら
決
し
て
許
昌
城
に
（泥）
は近づかなかった。その背景には、漢朝の存在が強く意識される都市許日日に対する茜日丞なりの空間認識があったと考えら
れる。 法
政
史
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以
上
、
広
範
な
地
域
空
間
（
半
径
二
五
血
圏
）
を
許
昌
城
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
都
市
空
間
（
許
下
）
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
で
、
初
め
て
許
昌
の
都
市
と
し
て
の
様
相
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
、
｜
そ
の
都
市
空
間
に
お
い
て
、
許
昌
と
は
、
官
僚
集
団
を
中
心
と
し
て
営
ま
れ
る
政
治
・
消
費
優
先
の
都
市
と
い
う
よ
り
も
、
屯
田
経
営
や
兵
団
駐
留
と
い
う
軍
事
基
地
的
な
色
彩
の
強
い
都
市
で
あ
り
、
ま
た
漢
と
魏
と
の
結
節
点
に
あ
っ
て
、
ま
さ
に
両
者
が
同
一
の
都
市
空
間
の
中
に
存
在
し
な
が
ら
各
々
が
そ
の
活
動
の
空
間
を
異
に
す
る
と
い
う
都
市
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
城
内
は
主
に
漢
王
朝
の
臣
僚
を
軟
禁
す
る
空
間
と
し
て
存
在
し
、
城
外
に
は
魏
公
国
（
王
国
）
の
属
僚
に
関
連
し
た
空
間
、
特
に
兵
団（およびその家族）が駐留する区域と屯田民の耕作・居住する区域とが展開したのである。
と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
検
証
し
た
半
径
二
五
ｍ
と
い
う
地
域
空
間
を
一
つ
の
都
市
空
間
と
し
て
認
識
す
る
に
は
広
域
す
ぎ
る
と
い
う
異
論
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
を
居
住
・
消
費
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
生
産
・
供
給
を
一
体
化
し
た
場
で
あ
る
と
認
識
し
た
場
合
、
け
っ
し
て
過
大
な
空
間
で
は
な
い
。
特
に
屯
田
と
い
う
生
産
エ
リ
ア
を
有
す
る
許
昌
の
場
合
は
、
城
郭
に
視
点
を
集
中
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
都
市
の
全体像は全くつかめない。拙稿「六朝建康の都市防衛体系」で論じた建康でも、「洛陽八関とその内包空間」で検証した漢
（”）
魏
の
洛
陽
で
も
、
許
日
日
と
同
様
に
広
域
な
都
市
空
間
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
現
在
検
証
中
で
は
あ
る
が
当
該
期
に
盛
衰
を
経
験
なお、具体的な所在や規模などは明確にし難いが、『景福殿賦」や『後漢書』巻七五・「’一一国志」魏書巻七の呂布伝では
許昌における市の存在が確認される。今後を期す問題である。
え
ら
れ
る
。
城
の
規
模
か
ら
み
て
も
城
内
は
狭
小
で
あ
り
、
居
住
区
は
必
然
的
に
城
外
に
営
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
慢
性
的
な
戦
時
下
に
あ
っ
て
曹
操
の
兵
団
は
常
時
出
征
態
勢
に
お
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
城
外
の
一
区
域
に
集
中
し
て
屯
営
（
同
一
規
格
の
一
一
一
十
二
と
い
う
屯
坊
に
分
住
）
を
営
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
区
域
は
上
記
の
考
証
よ
り
主
に
許
昌
城
の
東
部
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
一
つ
の
屯
舎
の
収
容
規
模
に
つ
い
て
は
全
く
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
屯
舎
は
兵
員
の
み
が
居
住
す
る
施
設
と
み
る
よ
り
も
、
後
漢
末
の
動
乱
以
降
募
兵
制
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
と
い
う
情
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
兵
員
の
家
族
も
含
め
た
兵
戸
集
団
が
居
住
す
る
厚
生
施
設
で
あ
っ
た
と
考
漢魏の都城〃許昌“（塩沢）
ま
と
め
七
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す
る
郷
も
同
様
な
都
市
空
間
を
も
つ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
広
域
な
都
市
空
間
を
も
つ
都
市
が
成
立
し
た
の
か
。
今
後
に
課
題
を
残
す
問
題
で
あ
る
が
、
現
在
の
見
通
し
と
し
て
、
後
漢
末
の
群
雄
割
拠
に
よ
り
農
業
生
産
力
の
減
少
と
地
域
間
の
流
通
が
寸
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
の
核
と
な
る
都
市
で
は
そ
の
近
傍
に
あ
っ
て
都
市
に
直
結
す
る
独
自
の
生
産
・
供
給
エ
リ
ア
を
必
要
と
し
、
そ
の
結
果
広
域
な
都
市
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
許
昌
は
ま
さ
に
そ
の
典
型
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
広
範
な
都
市
空
間
を
有
す
る
都
城
の
展
開
は
、
地
方
将
軍
府
か
ら
都
城
へ
の
発
展
と
い
う
視
点
で
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
魏
晋
南
北
朝
期
の
中
心
都
市
は
皆
な
漢
代
の
地
方
小
都
市
で
あ
り
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
な
都
市
の
展
開
は
、
後
漢
末
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
時
代
的
な
問
題
と
し
な
お
、
長
葛
縣
南
部
か
ら
鄙
陵
縣
に
か
け
て
〃
砦
〃
を
冠
し
た
村
落
が
点
在
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
議
論
す
べ
き
資
料
を
持
ち
え
な
か
っ
た
が
、
広
域
な
都
市
空
間
に
活
動
の
場
を
持
つ
小
聚
落
の
存
在
は
、
そ
れ
ら
聚
落
の
防
衛
問
題
を
も
含
め
て
城
外
の
様
相
を
議
論
す
る
材
料
と
し
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
諸
賢
学
の
叱
吃
、
ご
鞭
燵
を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
て
提
起
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
注（
１
）
『
河
南
省
志
」
一
二
地
方
志
、
五
七
文
物
志
（
河
南
省
地
方
史
志
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
三
、
河
南
人
民
出
版
社
）
許
邑
縣
、
「
中
国
文
物
地
図
集
」
河
南
分
冊
（
国
家
文
物
局
主
編
、
一
九
九
一
、
中
国
地
図
出
版
社
）
許
昌
縣
、
楊
育
彬
・
哀
廣
闇
主
編
一
二
○
世
紀
河
南
考
古
発
現
與
研
究
』
（
’
九
九
七
、
中
州
古
籍
出
版
社
）
六
章
秦
漢
時
代
。
（
２
）
陳
有
忠
「
許
昌
城
趾
考
」
（
『
中
原
文
物
」
一
九
八
五
、
一
期
）
。
黄
留
春
「
許
都
故
城
調
査
記
」
（
『
河
南
文
物
考
古
論
集
」
（
二
）
、
二
○
○
○
、
中
州
古
（
３
）
「
魏
書
』
巻
一
○
六
地
形
志
の
頴
川
郡
頴
陰
縣
に
は
、
太
平
真
君
七
年
（
囚
四
六
）
臨
頴
に
併
せ
、
東
魏
の
元
象
二
年
（
五
三
九
）
に
復
置
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
願
陰
縣
は
廃
棄
状
態
（
故
城
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（４）「中国文物地図集』（前掲注１）四二七頁、扶溝縣。
（５）「明一統志」巻二六開封府許州には、許州城について〃府城の西南一一百二十里にあり“と記す。この記事は、開封府から許州、す
な
わ
ち
現
許
昌
市
を
み
た
方
位
・
里
程
で
あ
る
。
『
大
清
一
統
志
」
巻
一
七
二
許
州
に
は
古
跡
許
昌
故
城
と
題
し
て
”
州
城
の
西
南
に
あ
り
“
と
す
る
が
、
法
政
史
学
第
六
十
二
号
陳
有
忠
「
籍出版社）。
三
八
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（
四
）
西
嶋
定
生
（
前
掲
注
坦
一
（別）魏郡典農：「三凶志」上
（
Ⅲ
）
因
み
に
「
金
櫻
子
」
巻
五
十
（
聖
鄭
欣
『
魏
晋
南
北
朝
探
索
」
（別）「水経注』巻二二浦水条
巻
九
五
掲
胡
石
勒
伝
。
（妬）尾形勇『中国歴史紀行」（角川書店、一九九一一一）一二一頁。陳有忠（前掲注２）六八頁。
（
Ⅳ
）
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
等
「
河
北
臨
鄭
北
城
遣
吐
勘
探
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
」
一
九
九
○
、
七
期
）
、
羅
宗
真
「
六
朝
考
古
」
（
一
九
九
六
、
南
京大学出版社）、拙稿「建康石頭城と洛陽金塙城」（「法政史学」五一、一九九九）。
（
咄
）
西
鴫
定
生
「
魏
の
屯
田
制
ｌ
特
に
そ
の
廃
止
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
「
中
国
経
済
史
研
究
」
、
一
九
六
六
、
束
大
川
版
会
）
、
堀
敏
一
「
曹
操
」
（
二
○
○
／￣、－－へ〆￣へ－戸へ〆■へグーへグーヘグーヘ
１７１６１５１４１３１２１１１０
、－〆、－－、－〆、-〆、-〆、－〆､－〆、－ン
（６）
（７）
（８）
（９）漢魏
の
都
城
〃
許
昌
〃
（
塩
沢
）
「
魏
書
」
巻
一
○
六
地
形
志
に
は
、
那
陵
に
太
和
五
年
（
囚
八
二
に
設
置
し
た
と
す
る
頴
川
郡
の
名
が
み
え
る
。
こ
の
頴
川
郡
の
領
縣
は
部
陵
・
臨
頴
・
曲
陽
の
三
蝶
で
、
既
存
の
頴
川
郡
（
長
社
縣
）
管
轄
域
の
南
部
に
す
ぎ
ず
、
既
存
の
頴
川
郡
と
の
関
係
や
設
競
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
「
魏
書
」
巻
一
○
六
地
形
志
、
願
川
北
陳
留
頴
川
郡
許
凸
縣
の
脚
注
に
は
、
〃
輔
桁
潰
き
、
魏
こ
れ
に
因
る
〃
と
み
え
、
復
世
と
の
関
係
が
注
Ⅱ
さ
れ
る
。
陳
有
忠
（
前
掲
注
２
）
六
九
～
七
○
頁
。
た。 その
方
位
に
は
該
当
す
る
遺
跡
は
な
く
｛
明
一
統
志
」
の
内
容
を
誤
認
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
的
に
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
本
文
よ
り
除
外
し
『
刀
水
書
房
）
。
西嶋定生（前掲注肥）一一一○一一一頁。
魏郡典農：「一二山志」巻二一一一斐潜伝、郷典農：「晋書」巻一一一一一一石苞伝。
因
み
に
「
金
櫻
子
」
巻
五
志
怪
篇
一
二
に
み
る
〃
許
昌
典
農
中
郎
将
〃
は
本
稿
の
認
識
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
鄭
欣
『
魏
晋
南
北
朝
探
索
」
（
一
九
八
九
、
山
東
大
学
出
版
社
）
六
九
頁
。
こ
れ
に
対
し
、
堀
氏
は
若
干
少
な
く
見
積
る
（
前
掲
注
肥
）
八
五
頁
。
『水経注』巻二二浦水条、「一一一国志』魏書巻一武帝紀注引「献帝起居注」、「晋書』巻五九束海王越伝、巻一○四石勒戴記、『魏書」
黄
留
春
（
前
掲
注
２
）
一
七
一
二
陳
有
忠
（
前
掲
注
２
）
六
八
頁
。
楊
修
「
許
昌
宮
賦
」
（
『
全
後
漢
文
」
所
収
）
の
〃
が
乃
置
犬
台
子
辰
角
、
列
執
法
子
西
南
“
参
照
。
黄
留
春
（
前
掲
注
２
）
一
七
三
頁
。
陳
有
忠
（
前
掲
注
２
）
六
八
頁
。
「魏書」巻一○六地形志、一
陣
有
忠
（
前
掲
注
２
）
六
九
‐
前
掲
注
１
お
よ
び
注
２
参
照
。
陳
有
忠
（
前
掲
注
２
）
六
七
頁
『中国文物地図集」（前掲注
『吾書」巻一○囚石勒戴記。
六
七
頁
。
な
お
、
陳
氏
は
、
現
許
昌
市
が
、
射
犬
城
と
頴
陰
縣
城
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。
同
書
七
一
頁
。
（
前
掲
注
１
）
三
一
七
頁
、
禺
州
市
。
九
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※
本
稿
は
一
一
○
○
三
年
一
二
月
に
韓
国
釜
山
大
学
校
で
開
催
さ
れ
た
中
国
史
学
会
（
韓
国
）
”
伝
統
時
代
中
国
史
ｑ
新
理
解
“
の
発
表
内
容
「
漢
魏
ｑ
許
昌」に基づいたものであり、一一一・四章は「漢魏許昌ヰユ屯田・屯営区域」（『中国史研究』二一、中国史学会、韓国）に加筆したも
の
で
あ
る
。
（
別
）
鄭
欣
（
前
掲
注
聖
六
九
頁
。
（邪）「中国文物地図集」（前掲注１）一一一三六頁、臨頴縣。
（別）『資治通鑑」巻六八漢紀六○献帝建安二一一一年条。
（
〃
）
鄭
欣
（
前
掲
注
聖
七
四
頁
。
（邪）禅譲の経緯は、「三国志』巻二文帝本紀、改元後の注引『献帝伝』に詳しい。
（別）拙稿「六朝建康的城市防衛体系試探」（「東南文化」二○○「一期）、「洛陽八関とその内包空間ｌ漢魏洛陽盆地の空間的理解に
触れてｌ」（『法政考古学」三○、一一○○三）。
※一一○○一、一一○○二、一一○○三年の筆者踏査は、洛陽市国際経済文化交流協会の全面支援を受け、許昌市外事僑務辨公室をはじめ
許
昌
市
文
化
局
・
旅
瀧
局
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
※
写
真
凶
．
Ｍ
に
お
け
る
観
台
村
の
農
民
が
保
有
し
て
い
た
当
該
期
の
文
物
は
、
現
在
、
郡
陵
縣
博
物
館
お
よ
び
洛
陽
市
国
際
経
済
文
化
交
流
協
会
に
所
蔵
法
政
史
学
第
六
十
二
号
写真凶・叫庁
さ
れ
て
い
る
。
四
○
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